
指定管理者制度導入施設の管理運営状況等に関する評価表

（評価対象年度：令和２年度）

＜施設概要＞

施設 八雲台ふれあいの家

施設の設置目的
地域の住民相互の心のふれあいと連帯を醸成し，住み良い地域社会を
形成する

指定期間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日

指定管理者 八雲台ふれあいの家運営委員会

所管部署 生活文化スポーツ部 協働推進課

＜施設の過去３箇年の主な管理実績＞

※洋室１部屋・和室１部屋

＜指定管理者における全体総括＞

令和２年度においても，地域住民が安心・安全にふれあいの家を利用できるよう適切な管理運営に努めました。
業務の実施について，引き続き，地域の実情にあった予約受付や鍵の管理を行うとともに，利用者に対する注意

事項の周知や市への報告・連絡・相談等に努めました。令和２年度の利用状況としては，最も利用した年代が「７０代
以上」で約５割という結果になりました。また，利用目的については，「体操，ヨガ，太極拳」が約５割で最も多くの利用
がありました。

施設の維持管理については，定期的な清掃や点検，日用品の補充や交換等を実施しました。施設の安全・衛生面
としては，約３割の利用者にとても満足いただく結果となりました。

利用者サービスについては，受付・管理業務を行う中で利用者要望の把握等に努めました。利用者要望に対する
対応としては，約８割の利用者にとても満足いただく結果となりました。

新型コロナウイルス感染症への対応としては，国の緊急事態宣言発出に伴う臨時休館や夜間区分の利用停止等
の利用制限を行ったほか，開館時においては，アルコール消毒液や石鹸の配備，また，定期的な換気や社会的距離
の確保等の基本的な感染症対策の徹底を図るなど，利用者の安全確保に努めました。

今後も，利用者の安全性と利便性の観点を踏まえ，利用者サービスの向上に努めます。

項目 平成３０年度 令和元年度 令和２年度

利用者数 ６３１４人 ５９５５人 ３２６７人

貸出回数 ６３４回 ６２２回 ３４０回

貸出施設稼働率 ２８．９% ２８．３% １５．５%

指定管理料（市決算額） １４万９０００円 １４万９０００円 ２２万９０００円

利用料金収入 １９万１４００円 １７万９２００円 ９万５３００円



＜施設の管理運営等に関する評価（各評価区分の考え方は下段の「評価の目安」を参照）＞

業
務
の
実
施
体
制

確認項目 確認欄

施設の適切な予約・受付・鍵の管理
（ 実施 ・ 未実施 ）

利用者に対する施設利用上の注意事項（緊急連絡先含

む）の周知

（ 実施 ・ 未実施 ）

市への適時適切な報告・連絡・相談の実施
（ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・平等な使用の確保         
・個人情報の保護及び情報漏洩防止のための措置
・協定書を順守した業務の再委託    など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d）

協定内容等を順守しつつ，地域の実情に合わせた方法で施設管理業務に取り組まれた。
利用者に対しての注意事項等の周知や市への報告・連絡・相談も適切に行われた。 b

評価の目安（b～d）
b：施設の適切な予約や受付，市への報告等が適切に実施されており，その他，協定内容や関係法令等が遵守され

ている。
c：施設の適切な予約や受付，市への報告の実施，協定内容や関係法令等の遵守について一部改善を要する点が

ある。
d：業務の実施体制について，抜本的に改善が必要なものがある。

施
設
の
維
持
・管
理

確認項目 確認欄

施設・設備についての保守点検の実施
（ 実施 ・ 未実施 ）

施設・設備に不具合等があった場合の迅速な修繕等

の対応（市が対応する修繕を除く）
（ 不具合等有 （ １件（うち対応１件）） ・ 無 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・施設の安全・衛生管理
・適切な衛生管理（清掃対応，感染症対策など）
・指定管理者として必要な保険への加入   
・利用者アンケート調査の結果
・その他（網戸の張り替え）           など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（a～d）

日常清掃や施設設備の点検を定期的に実施することで，安全で快適な施設の維持保
全に努めていた。 b

評価の目安（a～d）
a：施設・設備の点検や修繕等への適切な対応に加え，先進的な対策の導入など安全対策や維持保全などが行われて

いる。
b：施設・設備の点検や修繕や備品管理，安全対策などをはじめ，施設の維持・管理が適切に実施されている。
c：施設・設備の点検や修繕等の施設の維持・管理について一部改善を要する点がある。
d：施設の維持・管理について，抜本的に改善が必要なものがある。



サ
ー
ビ
ス
の
提
供

確認項目 確認欄

利用者数の状況（前年度比較）
（ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ）

貸出施設稼働率の状況（前年度比較） （ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ）

施設の設置目的に沿った施設等の貸出
（ 実施 ・ 未実施 ）

施設の開館日・閉館時間の順守
（ 実施 ・ 未実施 ）

利用者からの苦情や要望等に対する適切・迅速

な対応

（ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・利用者に対する附帯設備・備品等の適切な提供  ・施設の利便性向上・利用促進に関する取組
・利用者アンケート調査の結果    など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（s～d）

受付業務や利用者アンケートを通じて地域住民の声を聞くことで利用者ニーズの把
握に努めていた。 b

評価の目安（s～d）
s：サービスの提供（施設利用，事業実施など）について，特に優れた実績がある。
a：サービスの提供（施設利用，事業実施など）が適切に実施され，かつ，前年度実績を上回る実績が複数あるなど，

優れた実績がある。
b：サービスの提供について協定書等の内容に基づき，概ね適切に実施できている。
c：サービスの提供について協定書等の内容に基づく対応が実施されていないものが散見され，一部改善を要する

点がある。
d：サービスの提供について，抜本的に改善が必要なものがある。

財
務
の
状
況

確認項目 確認欄

管理業務に係る収入・支出の適切な管理 （ 実施 ・ 未実施 ）

収入に応じた適切な事業費の執行 （ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・指定管理料の適切な管理（帳簿等の整備）  ・利用料金等に関する適切な収納及び還付事務の実施
・運営基金の適切な執行管理   など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d）

帳簿による適切な収入・支出の管理が行われるとともに，運営基金を含めた計画的な事業
費の執行がなされた。 b

評価の目安（b～d）
b：収支計画等に基づく適切な運営が概ね実施できている。
c：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に一部改善を要するものがある。
d：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に関して抜本的に改善が必要なものがある。



＜施設所管部署における全体総括＞

全般的な運営状況としては，地域のコミュニティ活動の拠点として利用者サービスの向上に努めるとともに施設の
収入等に応じた効率的な施設運営がなされている。

また，令和２年度は新型コロナウイルス感染症への対応として，利用者に対する新たな運用ルールの周知や利用
料金還付に関する業務を行うなど，業務量が例年に比べて増加したものの，市と連携・協力しながら，市民にとって
のコミュニティ活動の場の確保に寄与した。

今後も利用者の安心・安全を第一とした施設管理を基本としながら，利用者サービスの向上に努めるとともに運営
委員会の特性を生かした，地域に根づいた施設の管理運営が行われていくことを期待する。

総合評価 B
総合評価基準
以下，施設の管理運営等に関する各視点に基づく評価での係数の合計で総合評価を決定する。

＜係数＞
s→10
a→8
b→6
c→4
d→2

各視点に基づく評価の

係数合計を算出

＜総合評価基準＞
Ｓ（特に優れている）
→30
Ａ（優れている）
→28
Ｂ（良好）
→22 ～ 27
Ｃ（要改善）
→14 ～ 21
Ｄ（要抜本的見直し）
→8 ～ 13



 

指定管理者制度導入施設の管理運営状況等に関する評価表 

（評価対象年度：令和２年度）  

 

＜施設概要＞ 

施設 富士見町ふれあいの家 

施設の設置目的 
地域の住民相互の心のふれあいと連帯を醸成し，住み良い地域社会を
形成する 

指定期間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日 

指定管理者 富士見町ふれあいの家運営委員会 

所管部署 生活文化スポーツ部 協働推進課 

 

 

＜施設の過去３箇年の主な管理実績＞ 

※和室１部屋 

 

＜指定管理者における全体総括＞ 

令和２年度においても，地域住民が安心・安全にふれあいの家を利用できるよう適切な管理運営に努めました。 
業務の実施について，引き続き，地域の実情にあった予約受付や鍵の管理を行うとともに，利用者に対する注意

事項の周知や市への報告・連絡・相談等に努めました。令和２年度の利用状況としては，最も利用した年代が「６０
代」で約５割という結果になりました。また，利用目的については，「自治会等の活動・会合」が約３割で最も多くの利
用がありました。 
施設の維持管理については，定期的な清掃や点検，日用品の補充や交換等を実施しました。施設の安全・衛生面

としては，約２割の利用者にとても満足いただく結果となりました。 
利用者サービスについては，受付・管理業務を行う中で利用者要望の把握等に努めました。利用者要望に対する

対応としては，約８割の利用者に普通との評価をいただきました。 
新型コロナウイルス感染症への対応としては，国の緊急事態宣言発出に伴う臨時休館や夜間区分の利用停止等

の利用制限を行ったほか，開館時においては，アルコール消毒液や石鹸の配備，また，定期的な換気や社会的距離
の確保等の基本的な感染症対策の徹底を図るなど，利用者の安全確保に努めました。 
今後も，利用者の安全性と利便性の観点を踏まえ，利用者サービスの向上に努めます。 

 

 

 

 

 

 

項目 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 

利用者数 ５４３６人 ５９８０人 ２４１８人 

貸出回数 ４７４回 ５２６回 ２８０回 

貸出施設稼働率 ４３．３% ４７．９% ２５．６% 

指定管理料（市決算額） １４万９０００円 １４万９０００円 ２２万９０００円 

利用料金収入 １３万７００円 １４万１８００円 ８万４０００円 



＜施設の管理運営等に関する評価（各評価区分の考え方は下段の「評価の目安」を参照）＞ 

業
務
の
実
施
体
制 

確認項目 確認欄 

施設の適切な予約・受付・鍵の管理 
（ 実施 ・ 未実施 ） 

利用者に対する施設利用上の注意事項（緊急連絡先含

む）の周知 

（ 実施 ・ 未実施 ） 

市への適時適切な報告・連絡・相談の実施 
（ 実施 ・ 未実施 ） 

＜評価におけるその他の視点＞ 
・平等な使用の確保          
・個人情報の保護及び情報漏洩防止のための措置 
・協定書を順守した業務の再委託      など 

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d） 

協定内容等を順守しつつ，地域の実情に合わせた方法で施設管理業務に取り組まれた。 
利用者に対しての注意事項等の周知や市への報告・連絡・相談も適切に行われた。 ｂ 

評価の目安（b～d） 
b：施設の適切な予約や受付，市への報告等が適切に実施されており，その他，協定内容や関係法令等が遵守され 
ている。 

c：施設の適切な予約や受付，市への報告の実施，協定内容や関係法令等の遵守について一部改善を要する点が 
ある。 

d：業務の実施体制について，抜本的に改善が必要なものがある。 

 

施
設
の
維
持
・管
理 

確認項目 確認欄 

施設・設備についての保守点検の実施  
（ 実施 ・ 未実施 ） 

施設・設備に不具合等があった場合の迅速な修繕等

の対応（市が対応する修繕を除く） 
（ 不具合等有  （  件（うち対応 件））  ・ 無 ） 

＜評価におけるその他の視点＞ 
・施設の安全・衛生管理 
・適切な衛生管理（清掃対応，感染症対策など） 
・指定管理者として必要な保険への加入    
・利用者アンケート調査の結果      など 

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（a～d） 

日常清掃や施設設備の点検を定期的に実施することで，安全で快適な施設の維持保
全に努めていた。 ｂ 

評価の目安（a～d） 
a：施設・設備の点検や修繕等への適切な対応に加え，先進的な対策の導入など安全対策や維持保全などが行われて 
いる。 

b：施設・設備の点検や修繕や備品管理，安全対策などをはじめ，施設の維持・管理が適切に実施されている。 
c：施設・設備の点検や修繕等の施設の維持・管理について一部改善を要する点がある。 
d：施設の維持・管理について，抜本的に改善が必要なものがある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

確認項目 確認欄 

利用者数の状況（前年度比較） 
（ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ） 

貸出施設稼働率の状況（前年度比較） （ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ） 

施設の設置目的に沿った施設等の貸出 
（ 実施 ・ 未実施 ） 

施設の開館日・閉館時間の順守 
（ 実施 ・ 未実施 ） 

利用者からの苦情や要望等に対する適切・迅速

な対応 

（ 実施 ・ 未実施 ） 

＜評価におけるその他の視点＞ 
・利用者に対する附帯設備・備品等の適切な提供  ・施設の利便性向上・利用促進に関する取組 
・利用者アンケート調査の結果      など 

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（s～d） 

受付業務や利用者アンケートを通じて地域住民の声を聞くことで利用者ニーズの把
握に努めていた。 ｂ 

評価の目安（s～d） 
s：サービスの提供（施設利用，事業実施など）について，特に優れた実績がある。 
a：サービスの提供（施設利用，事業実施など）が適切に実施され，かつ，前年度実績を上回る実績が複数あるなど，
優れた実績がある。 

b：サービスの提供について協定書等の内容に基づき，概ね適切に実施できている。 
c：サービスの提供について協定書等の内容に基づく対応が実施されていないものが散見され，一部改善を要する
点がある。 

d：サービスの提供について，抜本的に改善が必要なものがある。 
 

財
務
の
状
況 

確認項目 確認欄 

管理業務に係る収入・支出の適切な管理 （ 実施 ・ 未実施 ） 

収入に応じた適切な事業費の執行 （ 実施 ・ 未実施 ） 

＜評価におけるその他の視点＞ 
・指定管理料の適切な管理（帳簿等の整備）  ・利用料金等に関する適切な収納及び還付事務の実施  
・運営基金の適切な執行管理      など 

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d） 

帳簿による適切な収入・支出の管理が行われるとともに，運営基金を含めた計画的な事業
費の執行がなされた。 ｂ 

評価の目安（b～d） 
b：収支計画等に基づく適切な運営が概ね実施できている。 
c：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に一部改善を要するものがある。 
d：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に関して抜本的に改善が必要なものがある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



＜施設所管部署における全体総括＞ 

全般的な運営状況としては，地域のコミュニティ活動の拠点として利用者サービスの向上に努めるとともに施設の
収入等に応じた効率的な施設運営がなされている。 
また，令和２年度は新型コロナウイルス感染症への対応として，利用者に対する新たな運用ルールの周知や利用

料金還付に関する業務を行うなど，業務量が例年に比べて増加したものの，市と連携・協力しながら，市民にとって
のコミュニティ活動の場の確保に寄与した。 
今後も利用者の安心・安全を第一とした施設管理を基本としながら，利用者サービスの向上に努めるとともに運営

委員会の特性を生かした，地域に根づいた施設の管理運営が行われていくことを期待する。 

総合評価 B 
総合評価基準 
以下，施設の管理運営等に関する各視点に基づく評価での係数の合計で総合評価を決定する。 
 
 

 ＜係数＞ 
s→10 
a→8 
b→6 
c→4 
d→2 

各視点に基づく評価の

係数合計を算出 

＜総合評価基準＞ 
Ｓ（特に優れている）  
→30 
Ａ（優れている）  
→28 
Ｂ（良好） 
→22 ～ 27 
Ｃ（要改善） 
→14 ～ 21 
Ｄ（要抜本的見直し） 
→8 ～ 13 



指定管理者制度導入施設の管理運営状況等に関する評価表

（評価対象年度：令和２年度）

＜施設概要＞

施設 仙川ふれあいの家

施設の設置目的
地域の住民相互の心のふれあいと連帯を醸成し，住み良い地域社会を
形成する

指定期間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日

指定管理者 仙川ふれあいの家運営委員会

所管部署 生活文化スポーツ部 協働推進課

＜施設の過去３箇年の主な管理実績＞

※洋室１部屋

＜指定管理者における全体総括＞

令和２年度においても，地域住民が安心・安全にふれあいの家を利用できるよう適切な管理運営に努めました。
業務の実施について，引き続き，地域の実情にあった予約受付や鍵の管理を行うとともに，利用者に対する注意

事項の周知や市への報告・連絡・相談等に努めました。令和２年度の利用状況としては，最も利用した年代が「５０
代」「６０代」「７０代以上」でそれぞれ約２．５割という結果になりました。また，利用目的については，「体操，ヨガ，太
極拳」が約６割で最も多くの利用がありました。

施設の維持管理については，定期的な清掃や点検，日用品の補充や交換等を実施しました。施設の安全・衛生面
としては，約６割の利用者にとても満足いただく結果となりました。

利用者サービスについては，受付・管理業務を行う中で利用者要望の把握等に努めました。利用者要望に対する
対応としては，約６割の利用者にとても満足いただく結果となりました。

新型コロナウイルス感染症への対応としては，国の緊急事態宣言発出に伴う臨時休館や夜間区分の利用停止等
の利用制限を行ったほか，開館時においては，アルコール消毒液や石鹸の配備，また，定期的な換気や社会的距離
の確保等の基本的な感染症対策の徹底を図るなど，利用者の安全確保に努めました。

今後も，利用者の安全性と利便性の観点を踏まえ，利用者サービスの向上に努めます。

項目 平成３０年度 令和元年度 令和２年度

利用者数 ４７６６人 ７１７９人 ３３２１人

貸出回数 ４４６回 ６１１回 ４１３回

貸出施設稼働率 ４０．７% ５５．６% ３７．７%

指定管理料（市決算額） １４万９０００円 １４万９０００円 ２２万９０００円

利用料金収入 ２０万３６００円 ２８万３７００円 １８万９８００円



＜施設の管理運営等に関する評価（各評価区分の考え方は下段の「評価の目安」を参照）＞

業
務
の
実
施
体
制

確認項目 確認欄

施設の適切な予約・受付・鍵の管理
（ 実施 ・ 未実施 ）

利用者に対する施設利用上の注意事項（緊急連絡先含

む）の周知

（ 実施 ・ 未実施 ）

市への適時適切な報告・連絡・相談の実施
（ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・平等な使用の確保         
・個人情報の保護及び情報漏洩防止のための措置
・協定書を順守した業務の再委託     など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d）

協定内容等を順守しつつ，地域の実情に合わせた方法で施設管理業務に取り組まれた。
利用者に対しての注意事項等の周知や市への報告・連絡・相談も適切に行われた。 b

評価の目安（b～d）
b：施設の適切な予約や受付，市への報告等が適切に実施されており，その他，協定内容や関係法令等が遵守され

ている。
c：施設の適切な予約や受付，市への報告の実施，協定内容や関係法令等の遵守について一部改善を要する点が

ある。
d：業務の実施体制について，抜本的に改善が必要なものがある。

施
設
の
維
持
・管
理

確認項目 確認欄

施設・設備についての保守点検の実施
（ 実施 ・ 未実施 ）

施設・設備に不具合等があった場合の迅速な修繕等

の対応（市が対応する修繕を除く）
（ 不具合等有 （  件（うち対応 件）） ・ 無 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・施設の安全・衛生管理
・適切な衛生管理（清掃対応，感染症対策など）
・指定管理者として必要な保険への加入   
・利用者アンケート調査の結果      など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（a～d）

日常清掃や施設設備の点検を定期的に実施することで，安全で快適な施設の維持保
全に努めていた。 b

評価の目安（a～d）
a：施設・設備の点検や修繕等への適切な対応に加え，先進的な対策の導入など安全対策や維持保全などが行われて

いる。
b：施設・設備の点検や修繕や備品管理，安全対策などをはじめ，施設の維持・管理が適切に実施されている。
c：施設・設備の点検や修繕等の施設の維持・管理について一部改善を要する点がある。
d：施設の維持・管理について，抜本的に改善が必要なものがある。



サ
ー
ビ
ス
の
提
供

確認項目 確認欄

利用者数の状況（前年度比較）
（ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ）

貸出施設稼働率の状況（前年度比較） （ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ）

施設の設置目的に沿った施設等の貸出
（ 実施 ・ 未実施 ）

施設の開館日・閉館時間の順守
（ 実施 ・ 未実施 ）

利用者からの苦情や要望等に対する適切・迅速

な対応

（ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・利用者に対する附帯設備・備品等の適切な提供  ・施設の利便性向上・利用促進に関する取組
・利用者アンケート調査の結果       など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（s～d）

受付業務や利用者アンケートを通じて地域住民の声を聞くことで利用者ニーズの把
握に努めていた。 b

評価の目安（s～d）
s：サービスの提供（施設利用，事業実施など）について，特に優れた実績がある。
a：サービスの提供（施設利用，事業実施など）が適切に実施され，かつ，前年度実績を上回る実績が複数あるなど，

優れた実績がある。
b：サービスの提供について協定書等の内容に基づき，概ね適切に実施できている。
c：サービスの提供について協定書等の内容に基づく対応が実施されていないものが散見され，一部改善を要する

点がある。
d：サービスの提供について，抜本的に改善が必要なものがある。

財
務
の
状
況

確認項目 確認欄

管理業務に係る収入・支出の適切な管理 （ 実施 ・ 未実施 ）

収入に応じた適切な事業費の執行 （ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・指定管理料の適切な管理（帳簿等の整備）  ・利用料金等に関する適切な収納及び還付事務の実施
・運営基金の適切な執行管理     など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d）

帳簿による適切な収入・支出の管理が行われるとともに，運営基金を含めた計画的な事業
費の執行がなされた。 b

評価の目安（b～d）
b：収支計画等に基づく適切な運営が概ね実施できている。
c：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に一部改善を要するものがある。
d：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に関して抜本的に改善が必要なものがある。



＜施設所管部署における全体総括＞

全般的な運営状況としては，地域のコミュニティ活動の拠点として利用者サービスの向上に努めるとともに施設の
収入等に応じた効率的な施設運営がなされている。

また，令和２年度は新型コロナウイルス感染症への対応として，利用者に対する新たな運用ルールの周知や利用
料金還付に関する業務を行うなど，業務量が例年に比べて増加したものの，市と連携・協力しながら，市民にとって
のコミュニティ活動の場の確保に寄与した。

今後も利用者の安心・安全を第一とした施設管理を基本としながら，利用者サービスの向上に努めるとともに運営
委員会の特性を生かした，地域に根づいた施設の管理運営が行われていくことを期待する。

総合評価 B
総合評価基準
以下，施設の管理運営等に関する各視点に基づく評価での係数の合計で総合評価を決定する。

＜係数＞
s→10
a→8
b→6
c→4
d→2

各視点に基づく評価の

係数合計を算出

＜総合評価基準＞
Ｓ（特に優れている）
→30
Ａ（優れている）
→28
Ｂ（良好）
→22 ～ 27
Ｃ（要改善）
→14 ～ 21
Ｄ（要抜本的見直し）
→8 ～ 13



 

指定管理者制度導入施設の管理運営状況等に関する評価表 

（評価対象年度：令和２年度） 

  

＜施設概要＞ 

施設 飛田給ふれあいの家 

施設の設置目的 
地域の住民相互の心のふれあいと連帯を醸成し，住み良い地域社会を
形成する 

指定期間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日 

指定管理者 飛田給ふれあいの家運営委員会 

所管部署 生活文化スポーツ部 協働推進課 

 

 

＜施設の過去３箇年の主な管理実績＞ 

※洋室１部屋 

 

＜指定管理者における全体総括＞ 

令和２年度においても，地域住民が安心・安全にふれあいの家を利用できるよう適切な管理運営に努めました。 
業務の実施について，引き続き，地域の実情にあった予約受付や鍵の管理を行うとともに，利用者に対する注意

事項の周知や市への報告・連絡・相談等に努めました。令和２年度の利用状況としては，最も利用した年代が「５０
代」「７０代以上」でそれぞれ約３割という結果になりました。また，利用目的については，「体操，ヨガ，太極拳」が約４
割で最も多くの利用がありました。 
施設の維持管理については，定期的な清掃や点検，日用品の補充や交換等を実施しました。施設の安全・衛生面

としては，約８割の利用者にとても満足いただく結果となりました。 
利用者サービスについては，受付・管理業務を行う中で利用者要望の把握等に努めました。利用者要望に対する

対応としては，約７割の利用者にとても満足いただく結果となりました。 
新型コロナウイルス感染症への対応としては，国の緊急事態宣言発出に伴う臨時休館や夜間区分の利用停止等

の利用制限を行ったほか，開館時においては，アルコール消毒液や石鹸の配備，また，定期的な換気や社会的距離
の確保等の基本的な感染症対策の徹底を図るなど，利用者の安全確保に努めました。 
今後も，利用者の安全性と利便性の観点を踏まえ，利用者サービスの向上に努めます。 

 

 

 

 

 

 

項目 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 

利用者数 ４８７９人 ４９２６人 １８０９人 

貸出回数 ３９３回 ３９５回 ２９４回 

貸出施設稼働率 ３５．９％ ３６．０％ ２６．８％ 

指定管理料（市決算額） １４万９０００円 １４万９０００円 ２２万９０００円 

利用料金収入 １９万８１００円 ２１万２１００円 １５万２４００円 



＜施設の管理運営等に関する評価（各評価区分の考え方は下段の「評価の目安」を参照）＞ 

業
務
の
実
施
体
制 

確認項目 確認欄 

施設の適切な予約・受付・鍵の管理 
（ 実施 ・ 未実施 ） 

利用者に対する施設利用上の注意事項（緊急連絡先含

む）の周知 

（ 実施 ・ 未実施 ） 

市への適時適切な報告・連絡・相談の実施 
（ 実施 ・ 未実施 ） 

＜評価におけるその他の視点＞ 
・平等な使用の確保          
・個人情報の保護及び情報漏洩防止のための措置 
・協定書を順守した業務の再委託      など 

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d） 

協定内容等を順守しつつ，地域の実情に合わせた方法で施設管理業務に取り組まれた。 
利用者に対しての注意事項等の周知や市への報告・連絡・相談も適切に行われた。 b 

評価の目安（b～d） 
b：施設の適切な予約や受付，市への報告等が適切に実施されており，その他，協定内容や関係法令等が遵守され 
ている。 

c：施設の適切な予約や受付，市への報告の実施，協定内容や関係法令等の遵守について一部改善を要する点が 
ある。 

d：業務の実施体制について，抜本的に改善が必要なものがある。 

 

施
設
の
維
持
・管
理 

確認項目 確認欄 

施設・設備についての保守点検の実施  
（ 実施 ・ 未実施 ） 

施設・設備に不具合等があった場合の迅速な修繕等

の対応（市が対応する修繕を除く） 
（ 不具合等有 （  件（うち対応 件））  ・ 無 ） 

＜評価におけるその他の視点＞ 
・施設の安全・衛生管理 
・適切な衛生管理（清掃対応，感染症対策など） 
・指定管理者として必要な保険への加入    
・利用者アンケート調査の結果     など 

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（a～d） 

日常清掃や施設設備の点検を定期的に実施することで，安全で快適な施設の維持保
全に努めていた。 b 

評価の目安（a～d） 
a：施設・設備の点検や修繕等への適切な対応に加え，先進的な対策の導入など安全対策や維持保全などが行われて 
いる。 

b：施設・設備の点検や修繕や備品管理，安全対策などをはじめ，施設の維持・管理が適切に実施されている。 
c：施設・設備の点検や修繕等の施設の維持・管理について一部改善を要する点がある。 
d：施設の維持・管理について，抜本的に改善が必要なものがある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

確認項目 確認欄 

利用者数の状況（前年度比較） 
（ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ） 

貸出施設稼働率の状況（前年度比較） （ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ） 

施設の設置目的に沿った施設等の貸出 
（ 実施 ・ 未実施 ） 

施設の開館日・閉館時間の順守 
（ 実施 ・ 未実施 ） 

利用者からの苦情や要望等に対する適切・迅速

な対応 

（ 実施 ・ 未実施 ） 

＜評価におけるその他の視点＞ 
・利用者に対する附帯設備・備品等の適切な提供  ・施設の利便性向上・利用促進に関する取組 
・利用者アンケート調査の結果     など 

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（s～d） 

受付業務や利用者アンケートを通じて地域住民の声を聞くことで利用者ニーズの把
握に努めていた。 
 

b 

評価の目安（s～d） 
s：サービスの提供（施設利用，事業実施など）について，特に優れた実績がある。 
a：サービスの提供（施設利用，事業実施など）が適切に実施され，かつ，前年度実績を上回る実績が複数あるなど，
優れた実績がある。 

b：サービスの提供について協定書等の内容に基づき，概ね適切に実施できている。 
c：サービスの提供について協定書等の内容に基づく対応が実施されていないものが散見され，一部改善を要する
点がある。 

d：サービスの提供について，抜本的に改善が必要なものがある。 
 

財
務
の
状
況 

確認項目 確認欄 

管理業務に係る収入・支出の適切な管理 （ 実施 ・ 未実施 ） 

収入に応じた適切な事業費の執行 （ 実施 ・ 未実施 ） 

＜評価におけるその他の視点＞ 
・指定管理料の適切な管理（帳簿等の整備）  ・利用料金等に関する適切な収納及び還付事務の実施  
・運営基金の適切な執行管理     など 

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d） 

帳簿による適切な収入・支出の管理が行われるとともに，運営基金を含めた計画的な事業
費の執行がなされた。 b 

評価の目安（b～d） 
b：収支計画等に基づく適切な運営が概ね実施できている。 
c：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に一部改善を要するものがある。 
d：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に関して抜本的に改善が必要なものがある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



＜施設所管部署における全体総括＞ 

全般的な運営状況としては，地域のコミュニティ活動の拠点として利用者サービスの向上に努めるとともに施設の
収入等に応じた効率的な施設運営がなされている。 
また，令和２年度は新型コロナウイルス感染症への対応として，利用者に対する新たな運用ルールの周知や利用

料金還付に関する業務を行うなど，業務量が例年に比べて増加したものの，市と連携・協力しながら，市民にとって
のコミュニティ活動の場の確保に寄与した。 
今後も利用者の安心・安全を第一とした施設管理を基本としながら，利用者サービスの向上に努めるとともに運営

委員会の特性を生かした，地域に根づいた施設の管理運営が行われていくことを期待する。 

総合評価 B 
総合評価基準 
以下，施設の管理運営等に関する各視点に基づく評価での係数の合計で総合評価を決定する。 
 
 

 ＜係数＞ 
s→10 
a→8 
b→6 
c→4 
d→2 

各視点に基づく評価の

係数合計を算出 

＜総合評価基準＞ 
Ｓ（特に優れている）  
→30 
Ａ（優れている）  
→28 
Ｂ（良好） 
→22 ～ 27 
Ｃ（要改善） 
→14 ～ 21 
Ｄ（要抜本的見直し） 
→8 ～ 13 



指定管理者制度導入施設の管理運営状況等に関する評価表

（評価対象年度：令和２年度）

＜施設概要＞

施設 布田駅南ふれあいの家

施設の設置目的
地域の住民相互の心のふれあいと連帯を醸成し，住み良い地域社会を
形成する

指定期間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日

指定管理者 布田駅南ふれあいの家運営委員会

所管部署 生活文化スポーツ部 協働推進課

＜施設の過去３箇年の主な管理実績＞

※洋室２部屋

＜指定管理者における全体総括＞

令和２年度においても，地域住民が安心・安全にふれあいの家を利用できるよう適切な管理運営に努めました。
業務の実施について，引き続き，地域の実情にあった予約受付や鍵の管理を行うとともに，利用者に対する注意

事項の周知や市への報告・連絡・相談等に努めました。令和２年度の利用状況としては，最も利用した年代が「６０
代」で約３割という結果になりました。また，利用目的については，「ダンス，舞踊」が約４割で最も多くの利用がありま
した。

施設の維持管理については，定期的な清掃や点検，日用品の補充や交換等を実施しました。施設の安全・衛生面
としては，約８割の利用者にとても満足いただく結果となりました。

利用者サービスについては，受付・管理業務を行う中で利用者要望の把握等に努めました。利用者要望に対する
対応としては，約７割の利用者にとても満足いただく結果となりました。

新型コロナウイルス感染症への対応としては，国の緊急事態宣言発出に伴う臨時休館や夜間区分の利用停止等
の利用制限を行ったほか，開館時においては，アルコール消毒液や石鹸の配備，また，定期的な換気や社会的距離
の確保等の基本的な感染症対策の徹底を図るなど，利用者の安全確保に努めました。

今後も，利用者の安全性と利便性の観点を踏まえ，利用者サービスの向上に努めます。

項目 平成３０年度 令和元年度 令和２年度

利用者数 １万２８７０人 １万３５２１人 ６８９０人

貸出回数 １５２２回 １６１５回 １０５３回

貸出施設稼働率 ６９．５％ ７３．５％ ４８．１％

指定管理料（市決算額） １４万９０００円 １４万９０００円 ２２万９０００円

利用料金収入 ６７万２７００円 ７０万３０００円 ４３万７９００円



＜施設の管理運営等に関する評価（各評価区分の考え方は下段の「評価の目安」を参照）＞

業
務
の
実
施
体
制

確認項目 確認欄

施設の適切な予約・受付・鍵の管理
（ 実施 ・ 未実施 ）

利用者に対する施設利用上の注意事項（緊急連絡先含

む）の周知

（ 実施 ・ 未実施 ）

市への適時適切な報告・連絡・相談の実施
（ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・平等な使用の確保         
・個人情報の保護及び情報漏洩防止のための措置
・協定書を順守した業務の再委託     など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d）

協定内容等を順守しつつ，地域の実情に合わせた方法で施設管理業務に取り組まれた。
利用者に対しての注意事項等の周知や市への報告・連絡・相談も適切に行われた。 b

評価の目安（b～d）
b：施設の適切な予約や受付，市への報告等が適切に実施されており，その他，協定内容や関係法令等が遵守され

ている。
c：施設の適切な予約や受付，市への報告の実施，協定内容や関係法令等の遵守について一部改善を要する点が

ある。
d：業務の実施体制について，抜本的に改善が必要なものがある。

施
設
の
維
持
・管
理

確認項目 確認欄

施設・設備についての保守点検の実施
（ 実施 ・ 未実施 ）

施設・設備に不具合等があった場合の迅速な修繕等

の対応（市が対応する修繕を除く）
（ 不具合等有 （ １件（うち対応１件）） ・ 無 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・施設の安全・衛生管理
・適切な衛生管理（清掃対応，感染症対策など）
・指定管理者として必要な保険への加入   
・利用者アンケート調査の結果
・その他（卓球台の修繕）      など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（a～d）

日常清掃や施設設備の点検を定期的に実施することで，安全で快適な施設の維持保
全に努めていた。 b

評価の目安（a～d）
a：施設・設備の点検や修繕等への適切な対応に加え，先進的な対策の導入など安全対策や維持保全などが行われて

いる。
b：施設・設備の点検や修繕や備品管理，安全対策などをはじめ，施設の維持・管理が適切に実施されている。
c：施設・設備の点検や修繕等の施設の維持・管理について一部改善を要する点がある。
d：施設の維持・管理について，抜本的に改善が必要なものがある。



サ
ー
ビ
ス
の
提
供

確認項目 確認欄

利用者数の状況（前年度比較）
（ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ）

貸出施設稼働率の状況（前年度比較） （ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ）

施設の設置目的に沿った施設等の貸出
（ 実施 ・ 未実施 ）

施設の開館日・閉館時間の順守
（ 実施 ・ 未実施 ）

利用者からの苦情や要望等に対する適切・迅速

な対応

（ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・利用者に対する附帯設備・備品等の適切な提供  ・施設の利便性向上・利用促進に関する取組
・利用者アンケート調査の結果      など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（s～d）

受付業務や利用者アンケートを通じて地域住民の声を聞くことで利用者ニーズの把
握に努めていた。 b

評価の目安（s～d）
s：サービスの提供（施設利用，事業実施など）について，特に優れた実績がある。
a：サービスの提供（施設利用，事業実施など）が適切に実施され，かつ，前年度実績を上回る実績が複数あるなど，

優れた実績がある。
b：サービスの提供について協定書等の内容に基づき，概ね適切に実施できている。
c：サービスの提供について協定書等の内容に基づく対応が実施されていないものが散見され，一部改善を要する

点がある。
d：サービスの提供について，抜本的に改善が必要なものがある。

財
務
の
状
況

確認項目 確認欄

管理業務に係る収入・支出の適切な管理 （ 実施 ・ 未実施 ）

収入に応じた適切な事業費の執行 （ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・指定管理料の適切な管理（帳簿等の整備）  ・利用料金等に関する適切な収納及び還付事務の実施
・運営基金の適切な執行管理     など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d）

帳簿による適切な収入・支出の管理が行われるとともに，運営基金を含めた計画的な事業
費の執行がなされた。 b

評価の目安（b～d）
b：収支計画等に基づく適切な運営が概ね実施できている。
c：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に一部改善を要するものがある。
d：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に関して抜本的に改善が必要なものがある。



＜施設所管部署における全体総括＞

全般的な運営状況としては，地域のコミュニティ活動の拠点として利用者サービスの向上に努めるとともに施設の
収入等に応じた効率的な施設運営がなされている。

また，令和２年度は新型コロナウイルス感染症への対応として，利用者に対する新たな運用ルールの周知や利用
料金還付に関する業務を行うなど，業務量が例年に比べて増加したものの，市と連携・協力しながら，市民にとって
のコミュニティ活動の場の確保に寄与した。

今後も利用者の安心・安全を第一とした施設管理を基本としながら，利用者サービスの向上に努めるとともに運営
委員会の特性を生かした，地域に根づいた施設の管理運営が行われていくことを期待する。

総合評価 B
総合評価基準
以下，施設の管理運営等に関する各視点に基づく評価での係数の合計で総合評価を決定する。

＜係数＞
s→10
a→8
b→6
c→4
d→2

各視点に基づく評価の

係数合計を算出

＜総合評価基準＞
Ｓ（特に優れている）
→30
Ａ（優れている）
→28
Ｂ（良好）
→22 ～ 27
Ｃ（要改善）
→14 ～ 21
Ｄ（要抜本的見直し）
→8 ～ 13



 

指定管理者制度導入施設の管理運営状況等に関する評価表 

（評価対象年度：令和２年度） 

  

＜施設概要＞ 

施設 東部ふれあいの家 

施設の設置目的 
地域の住民相互の心のふれあいと連帯を醸成し，住み良い地域社会を
形成する 

指定期間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日 

指定管理者 東部ふれあいの家運営委員会 

所管部署 生活文化スポーツ部 協働推進課 

 

 

＜施設の過去３箇年の主な管理実績＞ 

※和室１部屋 

 

＜指定管理者における全体総括＞ 

令和２年度においても，地域住民が安心・安全にふれあいの家を利用できるよう適切な管理運営に努めました。 
業務の実施について，引き続き，地域の実情にあった予約受付や鍵の管理を行うとともに，利用者に対する注意

事項の周知や市への報告・連絡・相談等に努めました。令和２年度の利用状況としては，最も利用した年代が「３０
代」で約８割という結果になりました。また，利用目的については，「教育，子育て関係」が約５割で最も多くの利用が
ありました。 
施設の維持管理については，定期的な清掃や点検，日用品の補充や交換等を実施しました。施設の安全・衛生面

としては，約４割の利用者にとても満足いただく結果となりました。 
利用者サービスについては，受付・管理業務を行う中で利用者要望の把握等に努めました。利用者要望に対する

対応としては，約５割の利用者にとても満足いただく結果となりました。 
新型コロナウイルス感染症への対応としては，国の緊急事態宣言発出に伴う臨時休館や夜間区分の利用停止等

の利用制限を行ったほか，開館時においては，アルコール消毒液や石鹸の配備，また，定期的な換気や社会的距離
の確保等の基本的な感染症対策の徹底を図るなど，利用者の安全確保に努めました。 
今後も，利用者の安全性と利便性の観点を踏まえ，利用者サービスの向上に努めます。 

 

 

 

 

 

 

項目 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 

利用者数 ５５５１人 ４６４０人 １６９６人 

貸出回数 ６２０回 ５５０回 ２７９回 

貸出施設稼働率 ５６．６％ ５０．１％ ２５．５％ 

指定管理料（市決算額） １４万９０００円 １４万９０００円 ２２万９０００円 

利用料金収入 ２７万８４００円 ２４万９７００円 １２万７１００円 



＜施設の管理運営等に関する評価（各評価区分の考え方は下段の「評価の目安」を参照）＞ 

業
務
の
実
施
体
制 

確認項目 確認欄 

施設の適切な予約・受付・鍵の管理 
（ 実施 ・ 未実施 ） 

利用者に対する施設利用上の注意事項（緊急連絡先含

む）の周知 

（ 実施 ・ 未実施 ） 

市への適時適切な報告・連絡・相談の実施 
（ 実施 ・ 未実施 ） 

＜評価におけるその他の視点＞ 
・平等な使用の確保          
・個人情報の保護及び情報漏洩防止のための措置 
・協定書を順守した業務の再委託     など 

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d） 

協定内容等を順守しつつ，地域の実情に合わせた方法で施設管理業務に取り組まれた。 
利用者に対しての注意事項等の周知や市への報告・連絡・相談も適切に行われた。 b 

評価の目安（b～d） 
b：施設の適切な予約や受付，市への報告等が適切に実施されており，その他，協定内容や関係法令等が遵守され 
ている。 

c：施設の適切な予約や受付，市への報告の実施，協定内容や関係法令等の遵守について一部改善を要する点が 
ある。 

d：業務の実施体制について，抜本的に改善が必要なものがある。 

 

施
設
の
維
持
・管
理 

確認項目 確認欄 

施設・設備についての保守点検の実施  
（ 実施 ・ 未実施 ） 

施設・設備に不具合等があった場合の迅速な修繕等

の対応（市が対応する修繕を除く） 
（ 不具合等有 （ 件（うち対応 件）） ・ 無 ） 

＜評価におけるその他の視点＞ 
・施設の安全・衛生管理 
・適切な衛生管理（清掃対応，感染症対策など） 
・指定管理者として必要な保険への加入    
・利用者アンケート調査の結果  など 

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（a～d） 

日常清掃や施設設備の点検を定期的に実施することで，安全で快適な施設の維持保
全に努めていた。 b 

評価の目安（a～d） 
a：施設・設備の点検や修繕等への適切な対応に加え，先進的な対策の導入など安全対策や維持保全などが行われて 
いる。 

b：施設・設備の点検や修繕や備品管理，安全対策などをはじめ，施設の維持・管理が適切に実施されている。 
c：施設・設備の点検や修繕等の施設の維持・管理について一部改善を要する点がある。 
d：施設の維持・管理について，抜本的に改善が必要なものがある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

確認項目 確認欄 

利用者数の状況（前年度比較） 
（ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ） 

貸出施設稼働率の状況（前年度比較） （ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ） 

施設の設置目的に沿った施設等の貸出 
（ 実施 ・ 未実施 ） 

施設の開館日・閉館時間の順守 
（ 実施 ・ 未実施 ） 

利用者からの苦情や要望等に対する適切・迅速

な対応 

（ 実施 ・ 未実施 ） 

＜評価におけるその他の視点＞ 
・利用者に対する附帯設備・備品等の適切な提供  ・施設の利便性向上・利用促進に関する取組 
・利用者アンケート調査の結果    など 

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（s～d） 

受付業務や利用者アンケートを通じて地域住民の声を聞くことで利用者ニーズの把
握に努めていた。 b 

評価の目安（s～d） 
s：サービスの提供（施設利用，事業実施など）について，特に優れた実績がある。 
a：サービスの提供（施設利用，事業実施など）が適切に実施され，かつ，前年度実績を上回る実績が複数あるなど，
優れた実績がある。 

b：サービスの提供について協定書等の内容に基づき，概ね適切に実施できている。 
c：サービスの提供について協定書等の内容に基づく対応が実施されていないものが散見され，一部改善を要する
点がある。 

d：サービスの提供について，抜本的に改善が必要なものがある。 
 

財
務
の
状
況 

確認項目 確認欄 

管理業務に係る収入・支出の適切な管理 （ 実施 ・ 未実施 ） 

収入に応じた適切な事業費の執行 （ 実施 ・ 未実施 ） 

＜評価におけるその他の視点＞ 
・指定管理料の適切な管理（帳簿等の整備）  ・利用料金等に関する適切な収納及び還付事務の実施  
・運営基金の適切な執行管理    など 

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d） 

帳簿による適切な収入・支出の管理が行われるとともに，運営基金を含めた計画的な事業
費の執行がなされた。 b 

評価の目安（b～d） 
b：収支計画等に基づく適切な運営が概ね実施できている。 
c：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に一部改善を要するものがある。 
d：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に関して抜本的に改善が必要なものがある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



＜施設所管部署における全体総括＞ 

全般的な運営状況としては，地域のコミュニティ活動の拠点として利用者サービスの向上に努めるとともに施設の
収入等に応じた効率的な施設運営がなされている。 
また，令和２年度は新型コロナウイルス感染症への対応として，利用者に対する新たな運用ルールの周知や利用

料金還付に関する業務を行うなど，業務量が例年に比べて増加したものの，市と連携・協力しながら，市民にとって
のコミュニティ活動の場の確保に寄与した。 
今後も利用者の安心・安全を第一とした施設管理を基本としながら，利用者サービスの向上に努めるとともに運営

委員会の特性を生かした，地域に根づいた施設の管理運営が行われていくことを期待する。 

総合評価 B 
総合評価基準 
以下，施設の管理運営等に関する各視点に基づく評価での係数の合計で総合評価を決定する。 
 
 

 ＜係数＞ 
s→10 
a→8 
b→6 
c→4 
d→2 

各視点に基づく評価の

係数合計を算出 

＜総合評価基準＞ 
Ｓ（特に優れている）  
→30 
Ａ（優れている）  
→28 
Ｂ（良好） 
→22 ～ 27 
Ｃ（要改善） 
→14 ～ 21 
Ｄ（要抜本的見直し） 
→8 ～ 13 



指定管理者制度導入施設の管理運営状況等に関する評価表

（評価対象年度：令和２年度）

＜施設概要＞

施設 野ヶ谷ふれあいの家

施設の設置目的
地域の住民相互の心のふれあいと連帯を醸成し，住み良い地域社会を
形成する

指定期間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日

指定管理者 野ヶ谷ふれあいの家運営委員会

所管部署 生活文化スポーツ部 協働推進課

＜施設の過去３箇年の主な管理実績＞

※和室１部屋

＜指定管理者における全体総括＞

令和２年度においても，地域住民が安心・安全にふれあいの家を利用できるよう適切な管理運営に努めました。
業務の実施について，引き続き，地域の実情にあった予約受付や鍵の管理を行うとともに，利用者に対する注意

事項の周知や市への報告・連絡・相談等に努めました。令和２年度の利用状況としては，最も利用した年代が「７０代
以上」で約５割という結果になりました。また，利用目的については，「自治会等の活動，会合」が約６割で最も多くの
利用がありました。

施設の維持管理については，定期的な清掃や点検，日用品の補充や交換等を実施しました。施設の安全・衛生面
としては，約７割の利用者にとても満足いただく結果となりました。

利用者サービスについては，受付・管理業務を行う中で利用者要望の把握等に努めました。利用者要望に対する
対応としては，約６割の利用者にとても満足いただく結果となりました。

新型コロナウイルス感染症への対応としては，国の緊急事態宣言発出に伴う臨時休館や夜間区分の利用停止等
の利用制限を行ったほか，開館時においては，アルコール消毒液や石鹸の配備，また，定期的な換気や社会的距離
の確保等の基本的な感染症対策の徹底を図るなど，利用者の安全確保に努めました。

今後も，利用者の安全性と利便性の観点を踏まえ，利用者サービスの向上に努めます。

項目 平成３０年度 令和元年度 令和２年度

利用者数 ３４４７人 ５３１７人 ２５１６人

貸出回数 ２７３回 ３９４回 ２３０回

貸出施設稼働率 ２４．９％ ３５．９％ ２１．０％

指定管理料（市決算額） １４万９０００円 １４万９０００円 ２２万９０００円

利用料金収入 ５万２４００円 ６万１６００円 ２万４６００円



＜施設の管理運営等に関する評価（各評価区分の考え方は下段の「評価の目安」を参照）＞

業
務
の
実
施
体
制

確認項目 確認欄

施設の適切な予約・受付・鍵の管理
（ 実施 ・ 未実施 ）

利用者に対する施設利用上の注意事項（緊急連絡先含

む）の周知

（ 実施 ・ 未実施 ）

市への適時適切な報告・連絡・相談の実施
（ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・平等な使用の確保         
・個人情報の保護及び情報漏洩防止のための措置
・協定書を順守した業務の再委託     など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d）

協定内容等を順守しつつ，地域の実情に合わせた方法で施設管理業務に取り組まれた。
利用者に対しての注意事項等の周知や市への報告・連絡・相談も適切に行われた。 b

評価の目安（b～d）
b：施設の適切な予約や受付，市への報告等が適切に実施されており，その他，協定内容や関係法令等が遵守され

ている。
c：施設の適切な予約や受付，市への報告の実施，協定内容や関係法令等の遵守について一部改善を要する点が

ある。
d：業務の実施体制について，抜本的に改善が必要なものがある。

施
設
の
維
持
・管
理

確認項目 確認欄

施設・設備についての保守点検の実施
（ 実施 ・ 未実施 ）

施設・設備に不具合等があった場合の迅速な修繕等

の対応（市が対応する修繕を除く）
（ 不具合等有 （  件（うち対応 件）） ・ 無 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・施設の安全・衛生管理
・適切な衛生管理（清掃対応，感染症対策など）
・指定管理者として必要な保険への加入   
・利用者アンケート調査の結果      など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（a～d）

日常清掃や施設設備の点検を定期的に実施することで，安全で快適な施設の維持保
全に努めていた。 b

評価の目安（a～d）
a：施設・設備の点検や修繕等への適切な対応に加え，先進的な対策の導入など安全対策や維持保全などが行われて

いる。
b：施設・設備の点検や修繕や備品管理，安全対策などをはじめ，施設の維持・管理が適切に実施されている。
c：施設・設備の点検や修繕等の施設の維持・管理について一部改善を要する点がある。
d：施設の維持・管理について，抜本的に改善が必要なものがある。



サ
ー
ビ
ス
の
提
供

確認項目 確認欄

利用者数の状況（前年度比較）
（ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ）

貸出施設稼働率の状況（前年度比較） （ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ）

施設の設置目的に沿った施設等の貸出
（ 実施 ・ 未実施 ）

施設の開館日・閉館時間の順守
（ 実施 ・ 未実施 ）

利用者からの苦情や要望等に対する適切・迅速

な対応

（ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・利用者に対する附帯設備・備品等の適切な提供  ・施設の利便性向上・利用促進に関する取組
・利用者アンケート調査の結果      など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（s～d）

受付業務や利用者アンケートを通じて地域住民の声を聞くことで利用者ニーズの把
握に努めていた。 b

評価の目安（s～d）
s：サービスの提供（施設利用，事業実施など）について，特に優れた実績がある。
a：サービスの提供（施設利用，事業実施など）が適切に実施され，かつ，前年度実績を上回る実績が複数あるなど，

優れた実績がある。
b：サービスの提供について協定書等の内容に基づき，概ね適切に実施できている。
c：サービスの提供について協定書等の内容に基づく対応が実施されていないものが散見され，一部改善を要する

点がある。
d：サービスの提供について，抜本的に改善が必要なものがある。

財
務
の
状
況

確認項目 確認欄

管理業務に係る収入・支出の適切な管理 （ 実施 ・ 未実施 ）

収入に応じた適切な事業費の執行 （ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・指定管理料の適切な管理（帳簿等の整備）  ・利用料金等に関する適切な収納及び還付事務の実施
・運営基金の適切な執行管理     など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d）

帳簿による適切な収入・支出の管理が行われるとともに，運営基金を含めた計画的な事業
費の執行がなされた。 b

評価の目安（b～d）
b：収支計画等に基づく適切な運営が概ね実施できている。
c：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に一部改善を要するものがある。
d：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に関して抜本的に改善が必要なものがある。



＜施設所管部署における全体総括＞

全般的な運営状況としては，地域のコミュニティ活動の拠点として利用者サービスの向上に努めるとともに施設の
収入等に応じた効率的な施設運営がなされている。

また，令和２年度は新型コロナウイルス感染症への対応として，利用者に対する新たな運用ルールの周知や利用
料金還付に関する業務を行うなど，業務量が例年に比べて増加したものの，市と連携・協力しながら，市民にとって
のコミュニティ活動の場の確保に寄与した。

今後も利用者の安心・安全を第一とした施設管理を基本としながら，利用者サービスの向上に努めるとともに運営
委員会の特性を生かした，地域に根づいた施設の管理運営が行われていくことを期待する。

総合評価 B
総合評価基準
以下，施設の管理運営等に関する各視点に基づく評価での係数の合計で総合評価を決定する。

＜係数＞
s→10
a→8
b→6
c→4
d→2

各視点に基づく評価の

係数合計を算出

＜総合評価基準＞
Ｓ（特に優れている）
→30
Ａ（優れている）
→28
Ｂ（良好）
→22 ～ 27
Ｃ（要改善）
→14 ～ 21
Ｄ（要抜本的見直し）
→8 ～ 13



指定管理者制度導入施設の管理運営状況等に関する評価表

（評価対象年度：令和２年度）

＜施設概要＞

施設 国領ふれあいの家

施設の設置目的
地域の住民相互の心のふれあいと連帯を醸成し，住み良い地域社会を
形成する

指定期間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日

指定管理者 国領ふれあいの家運営委員会

所管部署 生活文化スポーツ部 協働推進課

＜施設の過去３箇年の主な管理実績＞

※洋室１部屋・和室１部屋

＜指定管理者における全体総括＞

令和２年度においても，地域住民が安心・安全にふれあいの家を利用できるよう適切な管理運営に努めました。
業務の実施について，引き続き，地域の実情にあった予約受付や鍵の管理を行うとともに，利用者に対する注意

事項の周知や市への報告・連絡・相談等に努めました。令和２年度の利用状況としては，最も利用した年代が「７０代
以上」で約５割という結果になりました。また，利用目的については，「歌，楽器演奏」が約５割で最も多くの利用があ
りました。

施設の維持管理については，定期的な清掃や点検，日用品の補充や交換等を実施しました。施設の安全・衛生面
としては，約７割の利用者にとても満足いただく結果となりました。

利用者サービスについては，受付・管理業務を行う中で利用者要望の把握等に努めました。利用者要望に対する
対応としては，約８割の利用者にとても満足いただく結果となりました。

新型コロナウイルス感染症への対応としては，国の緊急事態宣言発出に伴う臨時休館や夜間区分の利用停止等
の利用制限を行ったほか，開館時においては，アルコール消毒液や石鹸の配備，また，定期的な換気や社会的距離
の確保等の基本的な感染症対策の徹底を図るなど，利用者の安全確保に努めました。

今後も，利用者の安全性と利便性の観点を踏まえ，利用者サービスの向上に努めます。

項目 平成３０年度 令和元年度 令和２年度

利用者数 ２万１０３６人 １万９７２６人 ８２３４人

貸出回数 １４１１回 １４５３回 １１１０回

貸出施設稼働率 ６４．４％ ６６．２％ ５０．７％

指定管理料（市決算額） １４万９０００円 １４万９０００円 ２２万９０００円

利用料金収入 ７２万６７００円 ７１万２６００円 ５５万８２００円



＜施設の管理運営等に関する評価（各評価区分の考え方は下段の「評価の目安」を参照）＞

業
務
の
実
施
体
制

確認項目 確認欄

施設の適切な予約・受付・鍵の管理
（ 実施 ・ 未実施 ）

利用者に対する施設利用上の注意事項（緊急連絡先含

む）の周知

（ 実施 ・ 未実施 ）

市への適時適切な報告・連絡・相談の実施
（ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・平等な使用の確保         
・個人情報の保護及び情報漏洩防止のための措置
・協定書を順守した業務の再委託    など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d）

協定内容等を順守しつつ，地域の実情に合わせた方法で施設管理業務に取り組まれた。
利用者に対しての注意事項等の周知や市への報告・連絡・相談も適切に行われた。 b

評価の目安（b～d）
b：施設の適切な予約や受付，市への報告等が適切に実施されており，その他，協定内容や関係法令等が遵守され

ている。
c：施設の適切な予約や受付，市への報告の実施，協定内容や関係法令等の遵守について一部改善を要する点が

ある。
d：業務の実施体制について，抜本的に改善が必要なものがある。

施
設
の
維
持
・管
理

確認項目 確認欄

施設・設備についての保守点検の実施
（ 実施 ・ 未実施 ）

施設・設備に不具合等があった場合の迅速な修繕等

の対応（市が対応する修繕を除く）
（ 不具合等有 （ ２件（うち対応２件）） ・ 無 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・施設の安全・衛生管理
・適切な衛生管理（清掃対応，感染症対策など）
・指定管理者として必要な保険への加入   
・利用者アンケート調査の結果
・その他（門扉修繕，ピアノ調律 ）           など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（a～d）

日常清掃や施設設備の点検を定期的に実施することで，安全で快適な施設の維持保
全に努めていた。 b

評価の目安（a～d）
a：施設・設備の点検や修繕等への適切な対応に加え，先進的な対策の導入など安全対策や維持保全などが行われて

いる。
b：施設・設備の点検や修繕や備品管理，安全対策などをはじめ，施設の維持・管理が適切に実施されている。
c：施設・設備の点検や修繕等の施設の維持・管理について一部改善を要する点がある。
d：施設の維持・管理について，抜本的に改善が必要なものがある。



サ
ー
ビ
ス
の
提
供

確認項目 確認欄

利用者数の状況（前年度比較）
（ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ）

貸出施設稼働率の状況（前年度比較） （ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ）

施設の設置目的に沿った施設等の貸出
（ 実施 ・ 未実施 ）

施設の開館日・閉館時間の順守
（ 実施 ・ 未実施 ）

利用者からの苦情や要望等に対する適切・迅速

な対応

（ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・利用者に対する附帯設備・備品等の適切な提供  ・施設の利便性向上・利用促進に関する取組
・利用者アンケート調査の結果     など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（s～d）

受付業務や利用者アンケートを通じて地域住民の声を聞くことで利用者ニーズの把
握に努めていた。 b

評価の目安（s～d）
s：サービスの提供（施設利用，事業実施など）について，特に優れた実績がある。
a：サービスの提供（施設利用，事業実施など）が適切に実施され，かつ，前年度実績を上回る実績が複数あるなど，

優れた実績がある。
b：サービスの提供について協定書等の内容に基づき，概ね適切に実施できている。
c：サービスの提供について協定書等の内容に基づく対応が実施されていないものが散見され，一部改善を要する

点がある。
d：サービスの提供について，抜本的に改善が必要なものがある。

財
務
の
状
況

確認項目 確認欄

管理業務に係る収入・支出の適切な管理 （ 実施 ・ 未実施 ）

収入に応じた適切な事業費の執行 （ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・指定管理料の適切な管理（帳簿等の整備）  ・利用料金等に関する適切な収納及び還付事務の実施
・運営基金の適切な執行管理     など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d）

帳簿による適切な収入・支出の管理が行われるとともに，運営基金を含めた計画的な事業
費の執行がなされた。 b

評価の目安（b～d）
b：収支計画等に基づく適切な運営が概ね実施できている。
c：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に一部改善を要するものがある。
d：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に関して抜本的に改善が必要なものがある。



＜施設所管部署における全体総括＞

全般的な運営状況としては，地域のコミュニティ活動の拠点として利用者サービスの向上に努めるとともに施設の
収入等に応じた効率的な施設運営がなされている。

また，令和２年度は新型コロナウイルス感染症への対応として，利用者に対する新たな運用ルールの周知や利用
料金還付に関する業務を行うなど，業務量が例年に比べて増加したものの，市と連携・協力しながら，市民にとって
のコミュニティ活動の場の確保に寄与した。

今後も利用者の安心・安全を第一とした施設管理を基本としながら，利用者サービスの向上に努めるとともに運営
委員会の特性を生かした，地域に根づいた施設の管理運営が行われていくことを期待する。

総合評価 B
総合評価基準
以下，施設の管理運営等に関する各視点に基づく評価での係数の合計で総合評価を決定する。

＜係数＞
s→10
a→8
b→6
c→4
d→2

各視点に基づく評価の

係数合計を算出

＜総合評価基準＞
Ｓ（特に優れている）
→30
Ａ（優れている）
→28
Ｂ（良好）
→22 ～ 27
Ｃ（要改善）
→14 ～ 21
Ｄ（要抜本的見直し）
→8 ～ 13



 

指定管理者制度導入施設の管理運営状況等に関する評価表 

（評価対象年度：令和２年度） 

  

＜施設概要＞ 

施設 西部ふれあいの家 

施設の設置目的 
地域の住民相互の心のふれあいと連帯を醸成し，住み良い地域社会を
形成する 

指定期間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日 

指定管理者 西部ふれあいの家運営委員会 

所管部署 生活文化スポーツ部 協働推進課 

 

 

＜施設の過去３箇年の主な管理実績＞ 

※和室１部屋 

 

＜指定管理者における全体総括＞ 

令和２年度においても，地域住民が安心・安全にふれあいの家を利用できるよう適切な管理運営に努めました。 
業務の実施について，引き続き，地域の実情にあった予約受付や鍵の管理を行うとともに，利用者に対する注意

事項の周知や市への報告・連絡・相談等に努めました。令和２年度の利用状況としては，全ての利用者が７０代以
上という結果になりました。また，利用目的については，「自治会等の活動，会合」が約６割で最も多くの利用があり
ました。 
施設の維持管理については，定期的な清掃や点検，日用品の補充や交換等を実施しました。施設の安全・衛生面

としては，全ての利用者にとても満足いただく結果となりました。 
利用者サービスについては，受付・管理業務を行う中で利用者要望の把握等に努めました。利用者要望に対する

対応としては，約６割の利用者にとても満足いただく結果となりました。 
新型コロナウイルス感染症への対応としては，国の緊急事態宣言発出に伴う臨時休館や夜間区分の利用停止等

の利用制限を行ったほか，開館時においては，アルコール消毒液や石鹸の配備，また，定期的な換気や社会的距離
の確保等の基本的な感染症対策の徹底を図るなど，利用者の安全確保に努めました。 
今後も，利用者の安全性と利便性の観点を踏まえ，利用者サービスの向上に努めます。 

 

 

 

 

 

 

項目 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 

利用者数 ５０２５人 ５１２２人 ９７５人 

貸出回数 ４３６回 ４６５回 １１４回 

貸出施設稼働率 ３９．８％ ４２．３％ １０．４％ 

指定管理料（市決算額） １４万９０００円 １４万９０００円 ２２万９０００円 

利用料金収入 １３万８００円 １３万９５００円 ３万４２００円 



＜施設の管理運営等に関する評価（各評価区分の考え方は下段の「評価の目安」を参照）＞ 

業
務
の
実
施
体
制 

確認項目 確認欄 

施設の適切な予約・受付・鍵の管理 
（ 実施 ・ 未実施 ） 

利用者に対する施設利用上の注意事項（緊急連絡先含

む）の周知 

（ 実施 ・ 未実施 ） 

市への適時適切な報告・連絡・相談の実施 
（ 実施 ・ 未実施 ） 

＜評価におけるその他の視点＞ 
・平等な使用の確保          
・個人情報の保護及び情報漏洩防止のための措置 
・協定書を順守した業務の再委託     など 

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d） 

協定内容等を順守しつつ，地域の実情に合わせた方法で施設管理業務に取り組まれた。 
利用者に対しての注意事項等の周知や市への報告・連絡・相談も適切に行われた。 b 

評価の目安（b～d） 
b：施設の適切な予約や受付，市への報告等が適切に実施されており，その他，協定内容や関係法令等が遵守され 
ている。 

c：施設の適切な予約や受付，市への報告の実施，協定内容や関係法令等の遵守について一部改善を要する点が 
ある。 

d：業務の実施体制について，抜本的に改善が必要なものがある。 

 

施
設
の
維
持
・管
理 

確認項目 確認欄 

施設・設備についての保守点検の実施  
（ 実施 ・ 未実施 ） 

施設・設備に不具合等があった場合の迅速な修繕等

の対応（市が対応する修繕を除く） 
（ 不具合等有 （  件（うち対応 件）） ・ 無 ） 

＜評価におけるその他の視点＞ 
・施設の安全・衛生管理 
・適切な衛生管理（清掃対応，感染症対策など） 
・指定管理者として必要な保険への加入    
・利用者アンケート調査の結果  など 

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（a～d） 

日常清掃や施設設備の点検を定期的に実施することで，安全で快適な施設の維持保
全に努めていた。 
利用者アンケートでは，施設の清掃や安全面での管理において，「とてもよい」の評価
が９０％を超える結果となった。 

a 

評価の目安（a～d） 
a：施設・設備の点検や修繕等への適切な対応に加え，先進的な対策の導入など安全対策や維持保全などが行われて 
いる。 

b：施設・設備の点検や修繕や備品管理，安全対策などをはじめ，施設の維持・管理が適切に実施されている。 
c：施設・設備の点検や修繕等の施設の維持・管理について一部改善を要する点がある。 
d：施設の維持・管理について，抜本的に改善が必要なものがある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

確認項目 確認欄 

利用者数の状況（前年度比較） 
（ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ） 

貸出施設稼働率の状況（前年度比較） （ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ） 

施設の設置目的に沿った施設等の貸出 
（ 実施 ・ 未実施 ） 

施設の開館日・閉館時間の順守 
（ 実施 ・ 未実施 ） 

利用者からの苦情や要望等に対する適切・迅速

な対応 

（ 実施 ・ 未実施 ） 

＜評価におけるその他の視点＞ 
・利用者に対する附帯設備・備品等の適切な提供  ・施設の利便性向上・利用促進に関する取組 
・利用者アンケート調査の結果    など 

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（s～d） 

受付業務や利用者アンケートを通じて地域住民の声を聞くことで利用者ニーズの把
握に努めていた。 b 

評価の目安（s～d） 
s：サービスの提供（施設利用，事業実施など）について，特に優れた実績がある。 
a：サービスの提供（施設利用，事業実施など）が適切に実施され，かつ，前年度実績を上回る実績が複数あるなど，
優れた実績がある。 

b：サービスの提供について協定書等の内容に基づき，概ね適切に実施できている。 
c：サービスの提供について協定書等の内容に基づく対応が実施されていないものが散見され，一部改善を要する
点がある。 

d：サービスの提供について，抜本的に改善が必要なものがある。 
 

財
務
の
状
況 

確認項目 確認欄 

管理業務に係る収入・支出の適切な管理 （ 実施 ・ 未実施 ） 

収入に応じた適切な事業費の執行 （ 実施 ・ 未実施 ） 

＜評価におけるその他の視点＞ 
・指定管理料の適切な管理（帳簿等の整備）  ・利用料金等に関する適切な収納及び還付事務の実施  
・運営基金の適切な執行管理      など 

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d） 

帳簿による適切な収入・支出の管理が行われるとともに，運営基金を含めた計画的な事業
費の執行がなされた。 b 

評価の目安（b～d） 
b：収支計画等に基づく適切な運営が概ね実施できている。 
c：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に一部改善を要するものがある。 
d：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に関して抜本的に改善が必要なものがある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



＜施設所管部署における全体総括＞ 

全般的な運営状況としては，地域のコミュニティ活動の拠点として利用者サービスの向上に努めるとともに施設の
収入等に応じた効率的な施設運営がなされている。 
また，令和２年度は新型コロナウイルス感染症への対応として，利用者に対する新たな運用ルールの周知や利用

料金還付に関する業務を行うなど，業務量が例年に比べて増加したものの，市と連携・協力しながら，市民にとって
のコミュニティ活動の場の確保に寄与した。 
今後も利用者の安心・安全を第一とした施設管理を基本としながら，利用者サービスの向上に努めるとともに運営

委員会の特性を生かした，地域に根づいた施設の管理運営が行われていくことを期待する。 

総合評価 B 
総合評価基準 
以下，施設の管理運営等に関する各視点に基づく評価での係数の合計で総合評価を決定する。 
 
 

 ＜係数＞ 
s→10 
a→8 
b→6 
c→4 
d→2 

各視点に基づく評価の

係数合計を算出 

＜総合評価基準＞ 
Ｓ（特に優れている）  
→30 
Ａ（優れている）  
→28 
Ｂ（良好） 
→22 ～ 27 
Ｃ（要改善） 
→14 ～ 21 
Ｄ（要抜本的見直し） 
→8 ～ 13 



指定管理者制度導入施設の管理運営状況等に関する評価表

（評価対象年度：令和２年度）

＜施設概要＞

施設 下布田ふれあいの家

施設の設置目的
地域の住民相互の心のふれあいと連帯を醸成し，住み良い地域社会を
形成する

指定期間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日

指定管理者 下布田ふれあいの家運営委員会

所管部署 生活文化スポーツ部 協働推進課

＜施設の過去３箇年の主な管理実績＞

※洋室１部屋

＜指定管理者における全体総括＞

令和２年度においても，地域住民が安心・安全にふれあいの家を利用できるよう適切な管理運営に努めました。
業務の実施について，引き続き，地域の実情にあった予約受付や鍵の管理を行うとともに，利用者に対する注意

事項の周知や市への報告・連絡・相談等に努めました。令和２年度の利用状況としては，最も利用した年代が「６０
代」で約４割という結果になりました。また，利用目的については，「ダンス，舞踊」が約７割で最も多くの利用がありま
した。

施設の維持管理については，定期的な清掃や点検，日用品の補充や交換等を実施しました。施設の安全・衛生面
としては，約７割の利用者にとても満足いただく結果となりました。

利用者サービスについては，受付・管理業務を行う中で利用者要望の把握等に努めました。利用者要望に対する
対応としては，約８割の利用者にとても満足いただく結果となりました。

新型コロナウイルス感染症への対応としては，国の緊急事態宣言発出に伴う臨時休館や夜間区分の利用停止等
の利用制限を行ったほか，開館時においては，アルコール消毒液や石鹸の配備，また，定期的な換気や社会的距離
の確保等の基本的な感染症対策の徹底を図るなど，利用者の安全確保に努めました。

今後も，利用者の安全性と利便性の観点を踏まえ，利用者サービスの向上に努めます。

項目 平成３０年度 令和元年度 令和２年度

利用者数 ６９７７人 ７１１３人 ４５２６人

貸出回数 ６２１回 ６１４回 ４５８回

貸出施設稼働率 ５６．７％ ５５．９％ ４１．８％

指定管理料（市決算額） １４万９０００円 １４万９０００円 ２２万９０００円

利用料金収入 ２３万５１００円 ２３万７１００円 １７万４５００円



＜施設の管理運営等に関する評価（各評価区分の考え方は下段の「評価の目安」を参照）＞

業
務
の
実
施
体
制

確認項目 確認欄

施設の適切な予約・受付・鍵の管理
（ 実施 ・ 未実施 ）

利用者に対する施設利用上の注意事項（緊急連絡先含

む）の周知

（ 実施 ・ 未実施 ）

市への適時適切な報告・連絡・相談の実施
（ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・平等な使用の確保         
・個人情報の保護及び情報漏洩防止のための措置
・協定書を順守した業務の再委託    など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d）

協定内容等を順守しつつ，地域の実情に合わせた方法で施設管理業務に取り組まれた。
利用者に対しての注意事項等の周知や市への報告・連絡・相談も適切に行われた。 b

評価の目安（b～d）
b：施設の適切な予約や受付，市への報告等が適切に実施されており，その他，協定内容や関係法令等が遵守され

ている。
c：施設の適切な予約や受付，市への報告の実施，協定内容や関係法令等の遵守について一部改善を要する点が

ある。
d：業務の実施体制について，抜本的に改善が必要なものがある。

施
設
の
維
持
・管
理

確認項目 確認欄

施設・設備についての保守点検の実施
（ 実施 ・ 未実施 ）

施設・設備に不具合等があった場合の迅速な修繕等

の対応（市が対応する修繕を除く）
（ 不具合等有 （  件（うち対応 件）） ・ 無 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・施設の安全・衛生管理
・適切な衛生管理（清掃対応，感染症対策など）
・指定管理者として必要な保険への加入   
・利用者アンケート調査の結果      など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（a～d）

日常清掃や施設設備の点検を定期的に実施することで，安全で快適な施設の維持保
全に努めていた。 b

評価の目安（a～d）
a：施設・設備の点検や修繕等への適切な対応に加え，先進的な対策の導入など安全対策や維持保全などが行われて

いる。
b：施設・設備の点検や修繕や備品管理，安全対策などをはじめ，施設の維持・管理が適切に実施されている。
c：施設・設備の点検や修繕等の施設の維持・管理について一部改善を要する点がある。
d：施設の維持・管理について，抜本的に改善が必要なものがある。



サ
ー
ビ
ス
の
提
供

確認項目 確認欄

利用者数の状況（前年度比較）
（ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ）

貸出施設稼働率の状況（前年度比較） （ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ）

施設の設置目的に沿った施設等の貸出
（ 実施 ・ 未実施 ）

施設の開館日・閉館時間の順守
（ 実施 ・ 未実施 ）

利用者からの苦情や要望等に対する適切・迅速

な対応

（ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・利用者に対する附帯設備・備品等の適切な提供  ・施設の利便性向上・利用促進に関する取組
・利用者アンケート調査の結果     など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（s～d）

受付業務や利用者アンケートを通じて地域住民の声を聞くことで利用者ニーズの把
握に努めた。 b

評価の目安（s～d）
s：サービスの提供（施設利用，事業実施など）について，特に優れた実績がある。
a：サービスの提供（施設利用，事業実施など）が適切に実施され，かつ，前年度実績を上回る実績が複数あるなど，

優れた実績がある。
b：サービスの提供について協定書等の内容に基づき，概ね適切に実施できている。
c：サービスの提供について協定書等の内容に基づく対応が実施されていないものが散見され，一部改善を要する

点がある。
d：サービスの提供について，抜本的に改善が必要なものがある。

財
務
の
状
況

確認項目 確認欄

管理業務に係る収入・支出の適切な管理 （ 実施 ・ 未実施 ）

収入に応じた適切な事業費の執行 （ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・指定管理料の適切な管理（帳簿等の整備）  ・利用料金等に関する適切な収納及び還付事務の実施
・運営基金の適切な執行管理     など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d）

帳簿による適切な収入・支出の管理が行われるとともに，運営基金を含めた計画的な事業
費の執行がなされた。 b

評価の目安（b～d）
b：収支計画等に基づく適切な運営が概ね実施できている。
c：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に一部改善を要するものがある。
d：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に関して抜本的に改善が必要なものがある。



＜施設所管部署における全体総括＞

全般的な運営状況としては，地域のコミュニティ活動の拠点として利用者サービスの向上に努めるとともに施設の
収入等に応じた効率的な施設運営がなされている。

また，令和２年度は新型コロナウイルス感染症への対応として，利用者に対する新たな運用ルールの周知や利用
料金還付に関する業務を行うなど，業務量が例年に比べて増加したものの，市と連携・協力しながら，市民にとって
のコミュニティ活動の場の確保に寄与した。

今後も利用者の安心・安全を第一とした施設管理を基本としながら，利用者サービスの向上に努めるとともに運営
委員会の特性を生かした，地域に根づいた施設の管理運営が行われていくことを期待する。

総合評価 B
総合評価基準
以下，施設の管理運営等に関する各視点に基づく評価での係数の合計で総合評価を決定する。

＜係数＞
s→10
a→8
b→6
c→4
d→2

各視点に基づく評価の

係数合計を算出

＜総合評価基準＞
Ｓ（特に優れている）
→30
Ａ（優れている）
→28
Ｂ（良好）
→22 ～ 27
Ｃ（要改善）
→14 ～ 21
Ｄ（要抜本的見直し）
→8 ～ 13



指定管理者制度導入施設の管理運営状況等に関する評価表

（評価対象年度：令和２年度）

＜施設概要＞

施設 国領第二ふれあいの家

施設の設置目的
地域の住民相互の心のふれあいと連帯を醸成し，住み良い地域社会を
形成する

指定期間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日

指定管理者 国領第二ふれあいの家運営委員会

所管部署 生活文化スポーツ部 協働推進課

＜施設の過去３箇年の主な管理実績＞

※洋室１部屋・和室１部屋

＜指定管理者における全体総括＞

令和２年度においても，地域住民が安心・安全にふれあいの家を利用できるよう適切な管理運営に努めました。
業務の実施について，引き続き，地域の実情にあった予約受付や鍵の管理を行うとともに，利用者に対する注意

事項の周知や市への報告・連絡・相談等に努めました。令和２年度の利用状況としては，最も利用した年代が「５０
代」と「７０代以上」でそれぞれ約３割という結果になりました。また，利用目的については，「歌，楽器演奏」が約４割
で最も多くの利用がありました。

施設の維持管理については，定期的な清掃や点検，日用品の補充や交換等を実施しました。施設の安全・衛生面
としては，約３割の利用者にとても満足いただく結果となりました。

利用者サービスについては，受付・管理業務を行う中で利用者要望の把握等に努めました。利用者要望に対する
対応としては，約３割の利用者にとても満足いただく結果となりました。

新型コロナウイルス感染症への対応としては，国の緊急事態宣言発出に伴う臨時休館や夜間区分の利用停止等
の利用制限を行ったほか，開館時においては，アルコール消毒液や石鹸の配備，また，定期的な換気や社会的距離
の確保等の基本的な感染症対策の徹底を図るなど，利用者の安全確保に努めました。

今後も，利用者の安全性と利便性の観点を踏まえ，利用者サービスの向上に努めます。

項目 平成３０年度 令和元年度 令和２年度

利用者数 ６１１６人 ５８００人 ２０１３人

貸出回数 ８４５回 ９１２回 ４４２回

貸出施設稼働率 ３８．６％ ４１．５％ ２０．２％

指定管理料（市決算額） １４万９０００円 １４万９０００円 ２２万９０００円

利用料金収入 ２７万３０００円 ２９万６９００円 １４万２１００円



＜施設の管理運営等に関する評価（各評価区分の考え方は下段の「評価の目安」を参照）＞

業
務
の
実
施
体
制

確認項目 確認欄

施設の適切な予約・受付・鍵の管理
（ 実施 ・ 未実施 ）

利用者に対する施設利用上の注意事項（緊急連絡先含

む）の周知

（ 実施 ・ 未実施 ）

市への適時適切な報告・連絡・相談の実施
（ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・平等な使用の確保         
・個人情報の保護及び情報漏洩防止のための措置
・協定書を順守した業務の再委託     など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d）

協定内容等を順守しつつ，地域の実情に合わせた方法で施設管理業務に取り組まれた。
利用者に対しての注意事項等の周知や市への報告・連絡・相談も適切に行われた。 b

評価の目安（b～d）
b：施設の適切な予約や受付，市への報告等が適切に実施されており，その他，協定内容や関係法令等が遵守され

ている。
c：施設の適切な予約や受付，市への報告の実施，協定内容や関係法令等の遵守について一部改善を要する点が

ある。
d：業務の実施体制について，抜本的に改善が必要なものがある。

施
設
の
維
持
・管
理

確認項目 確認欄

施設・設備についての保守点検の実施
（ 実施 ・ 未実施 ）

施設・設備に不具合等があった場合の迅速な修繕等

の対応（市が対応する修繕を除く）
（ 不具合等有 （  件（うち対応 件）） ・ 無 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・施設の安全・衛生管理
・適切な衛生管理（清掃対応，感染症対策など）
・指定管理者として必要な保険への加入   
・利用者アンケート調査の結果      など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（a～d）

日常清掃や施設設備の点検を定期的に実施することで，安全で快適な施設の維持保
全に努めていた。 b

評価の目安（a～d）
a：施設・設備の点検や修繕等への適切な対応に加え，先進的な対策の導入など安全対策や維持保全などが行われて

いる。
b：施設・設備の点検や修繕や備品管理，安全対策などをはじめ，施設の維持・管理が適切に実施されている。
c：施設・設備の点検や修繕等の施設の維持・管理について一部改善を要する点がある。
d：施設の維持・管理について，抜本的に改善が必要なものがある。



サ
ー
ビ
ス
の
提
供

確認項目 確認欄

利用者数の状況（前年度比較）
（ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ）

貸出施設稼働率の状況（前年度比較） （ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ）

施設の設置目的に沿った施設等の貸出
（ 実施 ・ 未実施 ）

施設の開館日・閉館時間の順守
（ 実施 ・ 未実施 ）

利用者からの苦情や要望等に対する適切・迅速

な対応

（ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・利用者に対する附帯設備・備品等の適切な提供  ・施設の利便性向上・利用促進に関する取組
・利用者アンケート調査の結果     など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（s～d）

受付業務や利用者アンケートを通じて地域住民の声を聞くことで利用者ニーズの把
握に努めていた。 b

評価の目安（s～d）
s：サービスの提供（施設利用，事業実施など）について，特に優れた実績がある。
a：サービスの提供（施設利用，事業実施など）が適切に実施され，かつ，前年度実績を上回る実績が複数あるなど，

優れた実績がある。
b：サービスの提供について協定書等の内容に基づき，概ね適切に実施できている。
c：サービスの提供について協定書等の内容に基づく対応が実施されていないものが散見され，一部改善を要する

点がある。
d：サービスの提供について，抜本的に改善が必要なものがある。

財
務
の
状
況

確認項目 確認欄

管理業務に係る収入・支出の適切な管理 （ 実施 ・ 未実施 ）

収入に応じた適切な事業費の執行 （ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・指定管理料の適切な管理（帳簿等の整備）  ・利用料金等に関する適切な収納及び還付事務の実施
・運営基金の適切な執行管理   など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d）

帳簿による適切な収入・支出の管理が行われるとともに，運営基金を含めた計画的な事業
費の執行がなされた。 b

評価の目安（b～d）
b：収支計画等に基づく適切な運営が概ね実施できている。
c：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に一部改善を要するものがある。
d：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に関して抜本的に改善が必要なものがある。



＜施設所管部署における全体総括＞

全般的な運営状況としては，地域のコミュニティ活動の拠点として利用者サービスの向上に努めるとともに施設の
収入等に応じた効率的な施設運営がなされている。

また，令和２年度は新型コロナウイルス感染症への対応として，利用者に対する新たな運用ルールの周知や利用
料金還付に関する業務を行うなど，業務量が例年に比べて増加したものの，市と連携・協力しながら，市民にとって
のコミュニティ活動の場の確保に寄与した。

今後も利用者の安心・安全を第一とした施設管理を基本としながら，利用者サービスの向上に努めるとともに運営
委員会の特性を生かした，地域に根づいた施設の管理運営が行われていくことを期待する。

総合評価 B
総合評価基準
以下，施設の管理運営等に関する各視点に基づく評価での係数の合計で総合評価を決定する。

＜係数＞
s→10
a→8
b→6
c→4
d→2

各視点に基づく評価の

係数合計を算出

＜総合評価基準＞
Ｓ（特に優れている）
→30
Ａ（優れている）
→28
Ｂ（良好）
→22 ～ 27
Ｃ（要改善）
→14 ～ 21
Ｄ（要抜本的見直し）
→8 ～ 13



指定管理者制度導入施設の管理運営状況等に関する評価表

（評価対象年度：令和２年度）

＜施設概要＞

施設 上石原ふれあいの家

施設の設置目的
地域の住民相互の心のふれあいと連帯を醸成し，住み良い地域社会を
形成する

指定期間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日

指定管理者 上石原ふれあいの家運営委員会

所管部署 生活文化スポーツ部 協働推進課

＜施設の過去３箇年の主な管理実績＞

※洋室１部屋

＜指定管理者における全体総括＞

令和２年度においても，地域住民が安心・安全にふれあいの家を利用できるよう適切な管理運営に努めました。
業務の実施について，引き続き，地域の実情にあった予約受付や鍵の管理を行うとともに，利用者に対する注意

事項の周知や市への報告・連絡・相談等に努めました。令和２年度の利用状況としては，最も利用した年代が「４０
代」で約５割という結果になりました。また，利用目的については，「ダンス，舞踊」が約５割で最も多くの利用がありま
した。

施設の維持管理については，定期的な清掃や点検，日用品の補充や交換等を実施しました。施設の安全・衛生面
としては，約６割の利用者にとても満足いただく結果となりました。

利用者サービスについては，受付・管理業務を行う中で利用者要望の把握等に努めました。利用者要望に対する
対応としては，約５割の利用者にとても満足いただく結果となりました。

新型コロナウイルス感染症への対応としては，国の緊急事態宣言発出に伴う臨時休館や夜間区分の利用停止等
の利用制限を行ったほか，開館時においては，アルコール消毒液や石鹸の配備，また，定期的な換気や社会的距離
の確保等の基本的な感染症対策の徹底を図るなど，利用者の安全確保に努めました。

今後も，利用者の安全性と利便性の観点を踏まえ，利用者サービスの向上に努めます。

項目 平成３０年度 令和元年度 令和２年度

利用者数 ９３２９人 ８２０７人 ４１３４人

貸出回数 ５４８回 ５２５回 ２９３回

貸出施設稼働率 ５０．０％ ４７．８％ ２６．８％

指定管理料（市決算額） １４万９０００円 １４万９０００円 ２２万９０００円

利用料金収入 ３３万１１００円 ３１万７３００円 １７万４３００円



＜施設の管理運営等に関する評価（各評価区分の考え方は下段の「評価の目安」を参照）＞

業
務
の
実
施
体
制

確認項目 確認欄

施設の適切な予約・受付・鍵の管理
（ 実施 ・ 未実施 ）

利用者に対する施設利用上の注意事項（緊急連絡先含

む）の周知

（ 実施 ・ 未実施 ）

市への適時適切な報告・連絡・相談の実施
（ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・平等な使用の確保         
・個人情報の保護及び情報漏洩防止のための措置
・協定書を順守した業務の再委託    など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d）

協定内容等を順守しつつ，地域の実情に合わせた方法で施設管理業務に取り組まれた。
利用者に対しての注意事項等の周知や市への報告・連絡・相談も適切に行われた。 b

評価の目安（b～d）
b：施設の適切な予約や受付，市への報告等が適切に実施されており，その他，協定内容や関係法令等が遵守され

ている。
c：施設の適切な予約や受付，市への報告の実施，協定内容や関係法令等の遵守について一部改善を要する点が

ある。
d：業務の実施体制について，抜本的に改善が必要なものがある。

施
設
の
維
持
・管
理

確認項目 確認欄

施設・設備についての保守点検の実施
（ 実施 ・ 未実施 ）

施設・設備に不具合等があった場合の迅速な修繕等

の対応（市が対応する修繕を除く）
（ 不具合等有 （  件（うち対応 件）） ・ 無 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・施設の安全・衛生管理
・適切な衛生管理（清掃対応，感染症対策など）
・指定管理者として必要な保険への加入   
・利用者アンケート調査の結果    など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（a～d）

日常清掃や施設設備の点検を定期的に実施することで，安全で快適な施設の維持保
全に努めていた。 b

評価の目安（a～d）
a：施設・設備の点検や修繕等への適切な対応に加え，先進的な対策の導入など安全対策や維持保全などが行われて

いる。
b：施設・設備の点検や修繕や備品管理，安全対策などをはじめ，施設の維持・管理が適切に実施されている。
c：施設・設備の点検や修繕等の施設の維持・管理について一部改善を要する点がある。
d：施設の維持・管理について，抜本的に改善が必要なものがある。



サ
ー
ビ
ス
の
提
供

確認項目 確認欄

利用者数の状況（前年度比較）
（ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ）

貸出施設稼働率の状況（前年度比較） （ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ）

施設の設置目的に沿った施設等の貸出
（ 実施 ・ 未実施 ）

施設の開館日・閉館時間の順守
（ 実施 ・ 未実施 ）

利用者からの苦情や要望等に対する適切・迅速

な対応

（ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・利用者に対する附帯設備・備品等の適切な提供  ・施設の利便性向上・利用促進に関する取組
・利用者アンケート調査の結果    など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（s～d）

受付業務や利用者アンケートを通じて地域住民の声を聞くことで利用者ニーズの把
握に努めていた。 b

評価の目安（s～d）
s：サービスの提供（施設利用，事業実施など）について，特に優れた実績がある。
a：サービスの提供（施設利用，事業実施など）が適切に実施され，かつ，前年度実績を上回る実績が複数あるなど，

優れた実績がある。
b：サービスの提供について協定書等の内容に基づき，概ね適切に実施できている。
c：サービスの提供について協定書等の内容に基づく対応が実施されていないものが散見され，一部改善を要する

点がある。
d：サービスの提供について，抜本的に改善が必要なものがある。

財
務
の
状
況

確認項目 確認欄

管理業務に係る収入・支出の適切な管理 （ 実施 ・ 未実施 ）

収入に応じた適切な事業費の執行 （ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・指定管理料の適切な管理（帳簿等の整備）  ・利用料金等に関する適切な収納及び還付事務の実施
・運営基金の適切な執行管理   など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d）

帳簿による適切な収入・支出の管理が行われるとともに，運営基金を含めた計画的な事業
費の執行がなされた。 b

評価の目安（b～d）
b：収支計画等に基づく適切な運営が概ね実施できている。
c：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に一部改善を要するものがある。
d：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に関して抜本的に改善が必要なものがある。



＜施設所管部署における全体総括＞

全般的な運営状況としては，地域のコミュニティ活動の拠点として利用者サービスの向上に努めるとともに施設の
収入等に応じた効率的な施設運営がなされている。

また，令和２年度は新型コロナウイルス感染症への対応として，利用者に対する新たな運用ルールの周知や利用
料金還付に関する業務を行うなど，業務量が例年に比べて増加したものの，市と連携・協力しながら，市民にとって
のコミュニティ活動の場の確保に寄与した。

今後も利用者の安心・安全を第一とした施設管理を基本としながら，利用者サービスの向上に努めるとともに運営
委員会の特性を生かした，地域に根づいた施設の管理運営が行われていくことを期待する。

総合評価 B
総合評価基準
以下，施設の管理運営等に関する各視点に基づく評価での係数の合計で総合評価を決定する。

＜係数＞
s→10
a→8
b→6
c→4
d→2

各視点に基づく評価の

係数合計を算出

＜総合評価基準＞
Ｓ（特に優れている）
→30
Ａ（優れている）
→28
Ｂ（良好）
→22 ～ 27
Ｃ（要改善）
→14 ～ 21
Ｄ（要抜本的見直し）
→8 ～ 13



 

指定管理者制度導入施設の管理運営状況等に関する評価表 

（評価対象年度：令和２年度） 

  

＜施設概要＞ 

施設 佐須ふれあいの家 

施設の設置目的 
地域の住民相互の心のふれあいと連帯を醸成し，住み良い地域社会を
形成する 

指定期間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日 

指定管理者 佐須ふれあいの家運営委員会 

所管部署 生活文化スポーツ部 協働推進課 

 

 

＜施設の過去３箇年の主な管理実績＞ 

※洋室１部屋 

 

＜指定管理者における全体総括＞ 

令和２年度においても，地域住民が安心・安全にふれあいの家を利用できるよう適切な管理運営に努めました。 
業務の実施について，引き続き，地域の実情にあった予約受付や鍵の管理を行うとともに，利用者に対する注意

事項の周知や市への報告・連絡・相談等に努めました。令和２年度の利用状況としては，最も利用した年代が「１０
代」で約３割という結果になりました。また，利用目的については，「ダンス，舞踊」が約３割で最も多くの利用がありま
した。 
施設の維持管理については，定期的な清掃や点検，日用品の補充や交換等を実施しました。施設の安全・衛生面

としては，全ての利用者にとても満足いただく結果となりました。 
利用者サービスについては，受付・管理業務を行う中で利用者要望の把握等に努めました。利用者要望に対する

対応としては，全ての利用者にとても満足いただく結果となりました。 
新型コロナウイルス感染症への対応としては，国の緊急事態宣言発出に伴う臨時休館や夜間区分の利用停止等

の利用制限を行ったほか，開館時においては，アルコール消毒液や石鹸の配備，また，定期的な換気や社会的距離
の確保等の基本的な感染症対策の徹底を図るなど，利用者の安全確保に努めました。 
今後も，利用者の安全性と利便性の観点を踏まえ，利用者サービスの向上に努めます。 

 

 

 

 

 

 

項目 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 

利用者数 １万７０２人 １万２５５１人 ６１８５人 

貸出回数 ７２３回 ７０３回 ４７８回 

貸出施設稼働率 ６６．０% ６４．０% ４３．７% 

指定管理料（市決算額） １４万９０００円 １４万９０００円 ２２万９０００円 

利用料金収入 ３４万４００円 ３２万３６００円 ２１万１５００円 



＜施設の管理運営等に関する評価（各評価区分の考え方は下段の「評価の目安」を参照）＞ 

業
務
の
実
施
体
制 

確認項目 確認欄 

施設の適切な予約・受付・鍵の管理 
（ 実施 ・ 未実施 ） 

利用者に対する施設利用上の注意事項（緊急連絡先含

む）の周知 

（ 実施 ・ 未実施 ） 

市への適時適切な報告・連絡・相談の実施 
（ 実施 ・ 未実施 ） 

＜評価におけるその他の視点＞ 
・平等な使用の確保          
・個人情報の保護及び情報漏洩防止のための措置 
・協定書を順守した業務の再委託    など 

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d） 

協定内容等を順守しつつ，地域の実情に合わせた方法で施設管理業務に取り組まれた。 
利用者に対しての注意事項等の周知や市への報告・連絡・相談も適切に行われた。 ｂ 

評価の目安（b～d） 
b：施設の適切な予約や受付，市への報告等が適切に実施されており，その他，協定内容や関係法令等が遵守され 
ている。 

c：施設の適切な予約や受付，市への報告の実施，協定内容や関係法令等の遵守について一部改善を要する点が 
ある。 

d：業務の実施体制について，抜本的に改善が必要なものがある。 

 

施
設
の
維
持
・管
理 

確認項目 確認欄 

施設・設備についての保守点検の実施  
（ 実施 ・ 未実施 ） 

施設・設備に不具合等があった場合の迅速な修繕等

の対応（市が対応する修繕を除く） 
（ 不具合等有 （  件（うち対応 件））  ・ 無 ） 

＜評価におけるその他の視点＞ 
・施設の安全・衛生管理 
・適切な衛生管理（清掃対応，感染症対策など） 
・指定管理者として必要な保険への加入    
・利用者アンケート調査の結果      など 

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（a～d） 
日常清掃や施設設備の点検を定期的に実施することで，安全で快適な施設の維持保
全に努めていた。 
利用者アンケートでは，施設の清掃や安全面での管理において，「とてもよい」の評価
が９０％を超える結果となった。 

a 

評価の目安（a～d） 
a：施設・設備の点検や修繕等への適切な対応に加え，先進的な対策の導入など安全対策や維持保全などが行われて 
いる。 

b：施設・設備の点検や修繕や備品管理，安全対策などをはじめ，施設の維持・管理が適切に実施されている。 
c：施設・設備の点検や修繕等の施設の維持・管理について一部改善を要する点がある。 
d：施設の維持・管理について，抜本的に改善が必要なものがある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

確認項目 確認欄 

利用者数の状況（前年度比較） 
（ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ） 

貸出施設稼働率の状況（前年度比較） （ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ） 

施設の設置目的に沿った施設等の貸出 
（ 実施 ・ 未実施 ） 

施設の開館日・閉館時間の順守 
（ 実施 ・ 未実施 ） 

利用者からの苦情や要望等に対する適切・迅速

な対応 

（ 実施 ・ 未実施 ） 

＜評価におけるその他の視点＞ 
・利用者に対する附帯設備・備品等の適切な提供  ・施設の利便性向上・利用促進に関する取組 
・利用者アンケート調査の結果     など 

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（s～d） 

受付業務や利用者アンケートを通じて地域住民の声を聞くことで利用者ニーズの把
握に努めていた。 ｂ 

評価の目安（s～d） 
s：サービスの提供（施設利用，事業実施など）について，特に優れた実績がある。 
a：サービスの提供（施設利用，事業実施など）が適切に実施され，かつ，前年度実績を上回る実績が複数あるなど，
優れた実績がある。 

b：サービスの提供について協定書等の内容に基づき，概ね適切に実施できている。 
c：サービスの提供について協定書等の内容に基づく対応が実施されていないものが散見され，一部改善を要する
点がある。 

d：サービスの提供について，抜本的に改善が必要なものがある。 
 

財
務
の
状
況 

確認項目 確認欄 

管理業務に係る収入・支出の適切な管理 （ 実施 ・ 未実施 ） 

収入に応じた適切な事業費の執行 （ 実施 ・ 未実施 ） 

＜評価におけるその他の視点＞ 
・指定管理料の適切な管理（帳簿等の整備）  ・利用料金等に関する適切な収納及び還付事務の実施  
・運営基金の適切な執行管理     など 

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d） 

帳簿による適切な収入・支出の管理が行われるとともに，運営基金を含めた計画的な事業
費の執行がなされた。 ｂ 

評価の目安（b～d） 
b：収支計画等に基づく適切な運営が概ね実施できている。 
c：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に一部改善を要するものがある。 
d：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に関して抜本的に改善が必要なものがある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

＜施設所管部署における全体総括＞ 

全般的な運営状況としては，地域のコミュニティ活動の拠点として利用者サービスの向上に努めるとともに施設の
収入等に応じた効率的な施設運営がなされている。 
また，令和２年度は新型コロナウイルス感染症への対応として，利用者に対する新たな運用ルールの周知や利用

料金還付に関する業務を行うなど，業務量が例年に比べて増加したものの，市と連携・協力しながら，市民にとって
のコミュニティ活動の場の確保に寄与した。 
今後も利用者の安心・安全を第一とした施設管理を基本としながら，利用者サービスの向上に努めるとともに運営

委員会の特性を生かした，地域に根づいた施設の管理運営が行われていくことを期待する。 

総合評価 B 
総合評価基準 
以下，施設の管理運営等に関する各視点に基づく評価での係数の合計で総合評価を決定する。 
 
 

 ＜係数＞ 
s→10 
a→8 
b→6 
c→4 
d→2 

各視点に基づく評価の

係数合計を算出 

＜総合評価基準＞ 
Ｓ（特に優れている）  
→30 
Ａ（優れている）  
→28 
Ｂ（良好） 
→22 ～ 27 
Ｃ（要改善） 
→14 ～ 21 
Ｄ（要抜本的見直し） 
→8 ～ 13 



指定管理者制度導入施設の管理運営状況等に関する評価表

（評価対象年度：令和２年度）

＜施設概要＞

施設 国領駅北ふれあいの家

施設の設置目的
地域の住民相互の心のふれあいと連帯を醸成し，住み良い地域社会を
形成する

指定期間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日

指定管理者 国領駅北ふれあいの家運営委員会

所管部署 生活文化スポーツ部 協働推進課

＜施設の過去３箇年の主な管理実績＞

※洋室１部屋

＜指定管理者における全体総括＞

令和２年度においても，地域住民が安心・安全にふれあいの家を利用できるよう適切な管理運営に努めました。
業務の実施について，引き続き，地域の実情にあった予約受付や鍵の管理を行うとともに，利用者に対する注意

事項の周知や市への報告・連絡・相談等に努めました。令和２年度の利用状況としては，最も利用した年代が「６０
代」で約３割という結果になりました。また，利用目的については，「自治会等の活動・会合」が約３割で最も多くの利
用がありました。

施設の維持管理については，定期的な清掃や点検，日用品の補充や交換等を実施しました。施設の安全・衛生面
としては，約５割の利用者にとても満足いただく結果となりました。

利用者サービスについては，受付・管理業務を行う中で利用者要望の把握等に努めました。利用者要望に対する
対応としては，約８割の利用者にとても満足いただく結果となりました。

新型コロナウイルス感染症への対応としては，国の緊急事態宣言発出に伴う臨時休館や夜間区分の利用停止等
の利用制限を行ったほか，開館時においては，アルコール消毒液や石鹸の配備，また，定期的な換気や社会的距離
の確保等の基本的な感染症対策の徹底を図るなど，利用者の安全確保に努めました。

今後も，利用者の安全性と利便性の観点を踏まえ，利用者サービスの向上に努めます。

項目 平成３０年度 令和元年度 令和２年度

利用者数 ３８４８人 ３１２９人 １７４３人

貸出回数 ４７６回 ４０９回 ２９０回

貸出施設稼働率 ４３．５％ ３７．２％ ２６．５％

指定管理料（市決算額） １４万９０００円 １４万９０００円 ２２万９０００円

利用料金収入 １９万４２００円 １６万２５００円 １０万７９００円



＜施設の管理運営等に関する評価（各評価区分の考え方は下段の「評価の目安」を参照）＞

業
務
の
実
施
体
制

確認項目 確認欄

施設の適切な予約・受付・鍵の管理
（ 実施 ・ 未実施 ）

利用者に対する施設利用上の注意事項（緊急連絡先含

む）の周知

（ 実施 ・ 未実施 ）

市への適時適切な報告・連絡・相談の実施
（ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・平等な使用の確保         
・個人情報の保護及び情報漏洩防止のための措置
・協定書を順守した業務の再委託      など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d）

協定内容等を順守しつつ，地域の実情に合わせた方法で施設管理業務に取り組まれた。
利用者に対しての注意事項等の周知や市への報告・連絡・相談も適切に行われた。 b

評価の目安（b～d）
b：施設の適切な予約や受付，市への報告等が適切に実施されており，その他，協定内容や関係法令等が遵守され

ている。
c：施設の適切な予約や受付，市への報告の実施，協定内容や関係法令等の遵守について一部改善を要する点が

ある。
d：業務の実施体制について，抜本的に改善が必要なものがある。

施
設
の
維
持
・管
理

確認項目 確認欄

施設・設備についての保守点検の実施
（ 実施 ・ 未実施 ）

施設・設備に不具合等があった場合の迅速な修繕等

の対応（市が対応する修繕を除く）
（ 不具合等有 （  件（うち対応 件）） ・ 無 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・施設の安全・衛生管理
・適切な衛生管理（清掃対応，感染症対策など）
・指定管理者として必要な保険への加入   
・利用者アンケート調査の結果     など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（a～d）

日常清掃や施設設備の点検を定期的に実施することで，安全で快適な施設の維持保
全に努めていた。 b

評価の目安（a～d）
a：施設・設備の点検や修繕等への適切な対応に加え，先進的な対策の導入など安全対策や維持保全などが行われて

いる。
b：施設・設備の点検や修繕や備品管理，安全対策などをはじめ，施設の維持・管理が適切に実施されている。
c：施設・設備の点検や修繕等の施設の維持・管理について一部改善を要する点がある。
d：施設の維持・管理について，抜本的に改善が必要なものがある。



サ
ー
ビ
ス
の
提
供

確認項目 確認欄

利用者数の状況（前年度比較）
（ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ）

貸出施設稼働率の状況（前年度比較） （ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ）

施設の設置目的に沿った施設等の貸出
（ 実施 ・ 未実施 ）

施設の開館日・閉館時間の順守
（ 実施 ・ 未実施 ）

利用者からの苦情や要望等に対する適切・迅速

な対応

（ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・利用者に対する附帯設備・備品等の適切な提供  ・施設の利便性向上・利用促進に関する取組
・利用者アンケート調査の結果    など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（s～d）

受付業務や利用者アンケートを通じて地域住民の声を聞くことで利用者ニーズの把
握に努めていた。 b

評価の目安（s～d）
s：サービスの提供（施設利用，事業実施など）について，特に優れた実績がある。
a：サービスの提供（施設利用，事業実施など）が適切に実施され，かつ，前年度実績を上回る実績が複数あるなど，

優れた実績がある。
b：サービスの提供について協定書等の内容に基づき，概ね適切に実施できている。
c：サービスの提供について協定書等の内容に基づく対応が実施されていないものが散見され，一部改善を要する

点がある。
d：サービスの提供について，抜本的に改善が必要なものがある。

財
務
の
状
況

確認項目 確認欄

管理業務に係る収入・支出の適切な管理 （ 実施 ・ 未実施 ）

収入に応じた適切な事業費の執行 （ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・指定管理料の適切な管理（帳簿等の整備）  ・利用料金等に関する適切な収納及び還付事務の実施
・運営基金の適切な執行管理     など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d）

帳簿による適切な収入・支出の管理が行われるとともに，運営基金を含めた計画的な事業
費の執行がなされた。 b

評価の目安（b～d）
b：収支計画等に基づく適切な運営が概ね実施できている。
c：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に一部改善を要するものがある。
d：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に関して抜本的に改善が必要なものがある。



＜施設所管部署における全体総括＞

全般的な運営状況としては，地域のコミュニティ活動の拠点として利用者サービスの向上に努めるとともに施設の
収入等に応じた効率的な施設運営がなされている。

また，令和２年度は新型コロナウイルス感染症への対応として，利用者に対する新たな運用ルールの周知や利用
料金還付に関する業務を行うなど，業務量が例年に比べて増加したものの，市と連携・協力しながら，市民にとって
のコミュニティ活動の場の確保に寄与した。

今後も利用者の安心・安全を第一とした施設管理を基本としながら，利用者サービスの向上に努めるとともに運営
委員会の特性を生かした，地域に根づいた施設の管理運営が行われていくことを期待する。

総合評価 B
総合評価基準
以下，施設の管理運営等に関する各視点に基づく評価での係数の合計で総合評価を決定する。

＜係数＞
s→10
a→8
b→6
c→4
d→2

各視点に基づく評価の

係数合計を算出

＜総合評価基準＞
Ｓ（特に優れている）
→30
Ａ（優れている）
→28
Ｂ（良好）
→22 ～ 27
Ｃ（要改善）
→14 ～ 21
Ｄ（要抜本的見直し）
→8 ～ 13



 

指定管理者制度導入施設の管理運営状況等に関する評価表 

（評価対象年度：令和２年度） 

  

＜施設概要＞ 

施設 小島町ふれあいの家 

施設の設置目的 
地域の住民相互の心のふれあいと連帯を醸成し，住み良い地域社会を
形成する 

指定期間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日 

指定管理者 小島町ふれあいの家運営委員会 

所管部署 生活文化スポーツ部 協働推進課 

 

 

＜施設の過去３箇年の主な管理実績＞ 

※洋室２部屋 

 

＜指定管理者における全体総括＞ 

令和２年度においても，地域住民が安心・安全にふれあいの家を利用できるよう適切な管理運営に努めました。 
業務の実施について，引き続き，地域の実情にあった予約受付や鍵の管理を行うとともに，利用者に対する注意

事項の周知や市への報告・連絡・相談等に努めました。令和２年度の利用状況としては，最も利用した年代が「５０
代」で約３割という結果になりました。また，利用目的については，「ダンス・舞踊」が約５割で最も多くの利用がありま
した。 
施設の維持管理については，定期的な清掃や点検，日用品の補充や交換等を実施しました。施設の安全・衛生面

としては，全ての利用者にとても満足いただく結果となりました。 
利用者サービスについては，受付・管理業務を行う中で利用者要望の把握等に努めました。利用者要望に対する

対応としては，全ての利用者にとても満足いただく結果となりました。 
新型コロナウイルス感染症への対応としては，国の緊急事態宣言発出に伴う臨時休館や夜間区分の利用停止等

の利用制限を行ったほか，開館時においては，アルコール消毒液や石鹸の配備，また，定期的な換気や社会的距離
の確保等の基本的な感染症対策の徹底を図るなど，利用者の安全確保に努めました。 
今後も，利用者の安全性と利便性観点を踏まえ，利用者サービスの向上に努めます。 

 

 

 

 

 

 

項目 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 

利用者数 ９９６８人 ９６９０人 ４１１６人 

貸出回数 ９４８回 １０６８回 ５２５回 

貸出施設稼働率 ４３．４％ ４８．６％ ２４．０％ 

指定管理料（市決算額） １４万９０００円 １４万９０００円 ２２万９０００円 

利用料金収入 ４３万２０００円 ４５万４５００円 ２４万６２００円 



＜施設の管理運営等に関する評価（各評価区分の考え方は下段の「評価の目安」を参照）＞ 

業
務
の
実
施
体
制 

確認項目 確認欄 

施設の適切な予約・受付・鍵の管理 
（ 実施 ・ 未実施 ） 

利用者に対する施設利用上の注意事項（緊急連絡先含

む）の周知 

（ 実施 ・ 未実施 ） 

市への適時適切な報告・連絡・相談の実施 
（ 実施 ・ 未実施 ） 

＜評価におけるその他の視点＞ 
・平等な使用の確保          
・個人情報の保護及び情報漏洩防止のための措置 
・協定書を順守した業務の再委託     など 

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d） 

協定内容等を順守しつつ，地域の実情に合わせた方法で施設管理業務に取り組まれた。 
利用者に対しての注意事項等の周知や市への報告・連絡・相談も適切に行われた。 b 

評価の目安（b～d） 
b：施設の適切な予約や受付，市への報告等が適切に実施されており，その他，協定内容や関係法令等が遵守され 
ている。 

c：施設の適切な予約や受付，市への報告の実施，協定内容や関係法令等の遵守について一部改善を要する点が 
ある。 

d：業務の実施体制について，抜本的に改善が必要なものがある。 

 

施
設
の
維
持
・管
理 

確認項目 確認欄 

施設・設備についての保守点検の実施  
（ 実施 ・ 未実施 ） 

施設・設備に不具合等があった場合の迅速な修繕等

の対応（市が対応する修繕を除く） 
（ 不具合等有 （  件（うち対応 件））  ・ 無 ） 

＜評価におけるその他の視点＞ 
・施設の安全・衛生管理 
・適切な衛生管理（清掃対応，感染症対策など） 
・指定管理者として必要な保険への加入    
・利用者アンケート調査の結果      など 

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（a～d） 
日常清掃や施設設備の点検を定期的に実施することで，安全で快適な施設の維持保
全に努めていた。 
利用者アンケートでは，施設の清掃や安全面での管理において，「とてもよい」の評価
が９０％を超える結果となった。 

a 

評価の目安（a～d） 
a：施設・設備の点検や修繕等への適切な対応に加え，先進的な対策の導入など安全対策や維持保全などが行われて 
いる。 

b：施設・設備の点検や修繕や備品管理，安全対策などをはじめ，施設の維持・管理が適切に実施されている。 
c：施設・設備の点検や修繕等の施設の維持・管理について一部改善を要する点がある。 
d：施設の維持・管理について，抜本的に改善が必要なものがある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

確認項目 確認欄 

利用者数の状況（前年度比較） 
（ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ） 

貸出施設稼働率の状況（前年度比較） （ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ） 

施設の設置目的に沿った施設等の貸出 
（ 実施 ・ 未実施 ） 

施設の開館日・閉館時間の順守 
（ 実施 ・ 未実施 ） 

利用者からの苦情や要望等に対する適切・迅速

な対応 

（ 実施 ・ 未実施 ） 

＜評価におけるその他の視点＞ 
・利用者に対する附帯設備・備品等の適切な提供  ・施設の利便性向上・利用促進に関する取組 
・利用者アンケート調査の結果  など 

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（s～d） 

受付業務や利用者アンケートを通じて地域住民の声を聞くことで利用者ニーズの把
握に努めていた。 b 

評価の目安（s～d） 
s：サービスの提供（施設利用，事業実施など）について，特に優れた実績がある。 
a：サービスの提供（施設利用，事業実施など）が適切に実施され，かつ，前年度実績を上回る実績が複数あるなど，
優れた実績がある。 

b：サービスの提供について協定書等の内容に基づき，概ね適切に実施できている。 
c：サービスの提供について協定書等の内容に基づく対応が実施されていないものが散見され，一部改善を要する
点がある。 

d：サービスの提供について，抜本的に改善が必要なものがある。 
 

財
務
の
状
況 

確認項目 確認欄 

管理業務に係る収入・支出の適切な管理 （ 実施 ・ 未実施 ） 

収入に応じた適切な事業費の執行 （ 実施 ・ 未実施 ） 

＜評価におけるその他の視点＞ 
・指定管理料の適切な管理（帳簿等の整備）  ・利用料金等に関する適切な収納及び還付事務の実施  
・運営基金の適切な執行管理     など 

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d） 

帳簿による適切な収入・支出の管理が行われるとともに，運営基金を含めた計画的な事業
費の執行がなされた。 b 

評価の目安（b～d） 
b：収支計画等に基づく適切な運営が概ね実施できている。 
c：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に一部改善を要するものがある。 
d：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に関して抜本的に改善が必要なものがある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

＜施設所管部署における全体総括＞ 

全般的な運営状況としては，地域のコミュニティ活動の拠点として利用者サービスの向上に努めるとともに施設の
収入等に応じた効率的な施設運営がなされている。 
また，令和２年度は新型コロナウイルス感染症への対応として，利用者に対する新たな運用ルールの周知や利用

料金還付に関する業務を行うなど，業務量が例年に比べて増加したものの，市と連携・協力しながら，市民にとって
のコミュニティ活動の場の確保に寄与した。 
今後も利用者の安心・安全を第一とした施設管理を基本としながら，利用者サービスの向上に努めるとともに運営

委員会の特性を生かした，地域に根づいた施設の管理運営が行われていくことを期待する。 

総合評価 B 
総合評価基準 
以下，施設の管理運営等に関する各視点に基づく評価での係数の合計で総合評価を決定する。 
 
 

 ＜係数＞ 
s→10 
a→8 
b→6 
c→4 
d→2 

各視点に基づく評価の

係数合計を算出 

＜総合評価基準＞ 
Ｓ（特に優れている）  
→30 
Ａ（優れている）  
→28 
Ｂ（良好） 
→22 ～ 27 
Ｃ（要改善） 
→14 ～ 21 
Ｄ（要抜本的見直し） 
→8 ～ 13 



 

指定管理者制度導入施設の管理運営状況等に関する評価表 

（評価対象年度：令和２年度） 

  

＜施設概要＞ 

施設 大町ふれあいの家 

施設の設置目的 
地域の住民相互の心のふれあいと連帯を醸成し，住み良い地域社会を
形成する 

指定期間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日 

指定管理者 大町ふれあいの家運営委員会 

所管部署 生活文化スポーツ部 協働推進課 

 

 

＜施設の過去３箇年の主な管理実績＞ 

※洋室２部屋 

 

＜指定管理者における全体総括＞ 

令和２年度においても，地域住民が安心・安全にふれあいの家を利用できるよう適切な管理運営に努めました。 
業務の実施について，引き続き，地域の実情にあった予約受付や鍵の管理を行うとともに，利用者に対する注意

事項の周知や市への報告・連絡・相談等に努めました。令和２年度の利用状況としては，最も利用した年代が「３０
代」で約３割という結果になりました。また，利用目的については，「体操・ヨガ・太極拳」が約２割で最も多くの利用が
ありました。 
施設の維持管理については，定期的な清掃や点検，日用品の補充や交換等を実施しました。施設の安全・衛生面

としては，約８割の利用者にとても満足いただく結果となりました。 
利用者サービスについては，受付・管理業務を行う中で利用者要望の把握等に努めました。利用者要望に対する

対応としては，約７割の利用者にとても満足いただく結果となりました。 
新型コロナウイルス感染症への対応としては，国の緊急事態宣言発出に伴う臨時休館や夜間区分の利用停止等

の利用制限を行ったほか，開館時においては，アルコール消毒液や石鹸の配備，また，定期的な換気や社会的距離
の確保等の基本的な感染症対策の徹底を図るなど，利用者の安全確保に努めました。 
今後も，利用者の安全性と利便性の観点を踏まえ，利用者サービスの向上に努めます。 

 

 

 

 

 

 

項目 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 

利用者数 １万３６３１人 １万９３９人 ４９４９人 

貸出回数 ９３９回 ８７１回 ６１４回 

貸出施設稼働率 ４２．９％ ３９．７％ ２８．０％ 

指定管理料（市決算額） １４万９０００円 １４万９０００円 ２２万９０００円 

利用料金収入 ３９万４１００円 ３２万９８００円 ２３万６４００円 



＜施設の管理運営等に関する評価（各評価区分の考え方は下段の「評価の目安」を参照）＞ 

業
務
の
実
施
体
制 

確認項目 確認欄 

施設の適切な予約・受付・鍵の管理 
（ 実施 ・ 未実施 ） 

利用者に対する施設利用上の注意事項（緊急連絡先含

む）の周知 

（ 実施 ・ 未実施 ） 

市への適時適切な報告・連絡・相談の実施 
（ 実施 ・ 未実施 ） 

＜評価におけるその他の視点＞ 
・平等な使用の確保          
・個人情報の保護及び情報漏洩防止のための措置 
・協定書を順守した業務の再委託    など 

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d） 

協定内容等を順守しつつ，地域の実情に合わせた方法で施設管理業務に取り組まれた。 
利用者に対しての注意事項等の周知や市への報告・連絡・相談も適切に行われた。 b 

評価の目安（b～d） 
b：施設の適切な予約や受付，市への報告等が適切に実施されており，その他，協定内容や関係法令等が遵守され 
ている。 

c：施設の適切な予約や受付，市への報告の実施，協定内容や関係法令等の遵守について一部改善を要する点が 
ある。 

d：業務の実施体制について，抜本的に改善が必要なものがある。 

 

施
設
の
維
持
・管
理 

確認項目 確認欄 

施設・設備についての保守点検の実施  
（ 実施 ・ 未実施 ） 

施設・設備に不具合等があった場合の迅速な修繕等

の対応（市が対応する修繕を除く） 
（ 不具合等有  （  件（うち対応 件））  ・ 無 ） 

＜評価におけるその他の視点＞ 
・施設の安全・衛生管理 
・適切な衛生管理（清掃対応，感染症対策など） 
・指定管理者として必要な保険への加入    
・利用者アンケート調査の結果    など 

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（a～d） 

日常清掃や施設設備の点検を定期的に実施することで，安全で快適な施設の維持保
全に努めていた。 b 

評価の目安（a～d） 
a：施設・設備の点検や修繕等への適切な対応に加え，先進的な対策の導入など安全対策や維持保全などが行われて 
いる。 

b：施設・設備の点検や修繕や備品管理，安全対策などをはじめ，施設の維持・管理が適切に実施されている。 
c：施設・設備の点検や修繕等の施設の維持・管理について一部改善を要する点がある。 
d：施設の維持・管理について，抜本的に改善が必要なものがある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

確認項目 確認欄 

利用者数の状況（前年度比較） 
（ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ） 

貸出施設稼働率の状況（前年度比較） （ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ） 

施設の設置目的に沿った施設等の貸出 
（ 実施 ・ 未実施 ） 

施設の開館日・閉館時間の順守 
（ 実施 ・ 未実施 ） 

利用者からの苦情や要望等に対する適切・迅速

な対応 

（ 実施 ・ 未実施 ） 

＜評価におけるその他の視点＞ 
・利用者に対する附帯設備・備品等の適切な提供  ・施設の利便性向上・利用促進に関する取組 
・利用者アンケート調査の結果    など 

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（s～d） 

受付業務や利用者アンケートを通じて地域住民の声を聞くことで利用者ニーズの把
握に努めていた。 b 

評価の目安（s～d） 
s：サービスの提供（施設利用，事業実施など）について，特に優れた実績がある。 
a：サービスの提供（施設利用，事業実施など）が適切に実施され，かつ，前年度実績を上回る実績が複数あるなど，
優れた実績がある。 

b：サービスの提供について協定書等の内容に基づき，概ね適切に実施できている。 
c：サービスの提供について協定書等の内容に基づく対応が実施されていないものが散見され，一部改善を要する
点がある。 

d：サービスの提供について，抜本的に改善が必要なものがある。 
 

財
務
の
状
況 

確認項目 確認欄 

管理業務に係る収入・支出の適切な管理 （ 実施 ・ 未実施 ） 

収入に応じた適切な事業費の執行 （ 実施 ・ 未実施 ） 

＜評価におけるその他の視点＞ 
・指定管理料の適切な管理（帳簿等の整備）  ・利用料金等に関する適切な収納及び還付事務の実施  
・運営基金の適切な執行管理    など 

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d） 

帳簿による適切な収入・支出の管理が行われるとともに，運営基金を含めた計画的な事業
費の執行がなされた。 b 

評価の目安（b～d） 
b：収支計画等に基づく適切な運営が概ね実施できている。 
c：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に一部改善を要するものがある。 
d：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に関して抜本的に改善が必要なものがある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



＜施設所管部署における全体総括＞ 

全般的な運営状況としては，地域のコミュニティ活動の拠点として利用者サービスの向上に努めるとともに施設の
収入等に応じた効率的な施設運営がなされている。 
また，令和２年度は新型コロナウイルス感染症への対応として，利用者に対する新たな運用ルールの周知や利用

料金還付に関する業務を行うなど，業務量が例年に比べて増加したものの，市と連携・協力しながら，市民にとって
のコミュニティ活動の場の確保に寄与した。 
今後も利用者の安心・安全を第一とした施設管理を基本としながら，利用者サービスの向上に努めるとともに運営

委員会の特性を生かした，地域に根づいた施設の管理運営が行われていくことを期待する。 

総合評価 B 
総合評価基準 
以下，施設の管理運営等に関する各視点に基づく評価での係数の合計で総合評価を決定する。 
 
 

 ＜係数＞ 
s→10 
a→8 
b→6 
c→4 
d→2 

各視点に基づく評価の

係数合計を算出 

＜総合評価基準＞ 
Ｓ（特に優れている）  
→30 
Ａ（優れている）  
→28 
Ｂ（良好） 
→22 ～ 27 
Ｃ（要改善） 
→14 ～ 21 
Ｄ（要抜本的見直し） 
→8 ～ 13 



指定管理者制度導入施設の管理運営状況等に関する評価表

（評価対象年度：令和２年度）

＜施設概要＞

施設 染地ふれあいの家

施設の設置目的
地域の住民相互の心のふれあいと連帯を醸成し，住み良い地域社会を
形成する

指定期間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日

指定管理者 染地ふれあいの家運営委員会

所管部署 生活文化スポーツ部 協働推進課

＜施設の過去３箇年の主な管理実績＞

※洋室２部屋

＜指定管理者における全体総括＞

令和２年度においても，地域住民が安心・安全にふれあいの家を利用できるよう適切な管理運営に努めました。
業務の実施について，今年度も引き続き，地域の実情にあった予約受付や鍵の管理を行うとともに，利用者に対

する注意事項の周知や市への報告・連絡・相談等に努めました。令和２年度の利用状況としては，最も利用した年代
が「５０代」で約３割という結果になりました。また，利用目的については，「ダンス，舞踊」が約４割で最も多くの利用
がありました。

施設の維持管理については，定期的な清掃や点検，日用品の補充や交換等を実施しました。施設の安全・衛生面
としては，約８割の利用者にとても満足いただく結果となりました。

利用者サービスについては，受付・管理業務を行う中で利用者要望の把握等に努めました。利用者要望に対する
対応としては，約９割の利用者にとても満足いただく結果となりました。

新型コロナウイルス感染症への対応としては，国の緊急事態宣言発出に伴う臨時休館や夜間区分の利用停止等
の利用制限を行ったほか，開館時においては，アルコール消毒液や石鹸の配備，また，定期的な換気や社会的距離
の確保等の基本的な感染症対策の徹底を図るなど，利用者の安全確保に努めました。

今後も，利用者の安全性と利便性の観点を踏まえ，利用者サービスの向上に努めます。

項目 平成３０年度 令和元年度 令和２年度

利用者数 １万４７８人 １万７４７人 ６０７８人

貸出回数 ６８２回 ７１１回 ５３１回

貸出施設稼働率 ３１．１％ ３２．４％ ２４．２％

指定管理料（市決算額） １４万９０００円 １４万９０００円 ２２万９０００円

利用料金収入 ２８万７４００円 ２９万４４００円 ２０万９０００円



＜施設の管理運営等に関する評価（各評価区分の考え方は下段の「評価の目安」を参照）＞

業
務
の
実
施
体
制

確認項目 確認欄

施設の適切な予約・受付・鍵の管理
（ 実施 ・ 未実施 ）

利用者に対する施設利用上の注意事項（緊急連絡先含

む）の周知

（ 実施 ・ 未実施 ）

市への適時適切な報告・連絡・相談の実施
（ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・平等な使用の確保         
・個人情報の保護及び情報漏洩防止のための措置
・協定書を順守した業務の再委託            など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d）

協定内容等を順守しつつ，地域の実情に合わせた方法で施設管理業務に取り組まれた。
利用者に対しての注意事項等の周知や市への報告連絡相談も適切に行われた。 b

評価の目安（b～d）
b：施設の適切な予約や受付，市への報告等が適切に実施されており，その他，協定内容や関係法令等が遵守され

ている。
c：施設の適切な予約や受付，市への報告の実施，協定内容や関係法令等の遵守について一部改善を要する点が

ある。
d：業務の実施体制について，抜本的に改善が必要なものがある。

施
設
の
維
持
・管
理

確認項目 確認欄

施設・設備についての保守点検の実施
（ 実施 ・ 未実施 ）

施設・設備に不具合等があった場合の迅速な修繕等

の対応（市が対応する修繕を除く）
（ 不具合等有 （ ２件（うち対応１件）） ・ 無 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・施設の安全・衛生管理
・適切な衛生管理（清掃対応，感染症対策など）
・指定管理者として必要な保険への加入   
・利用者アンケート調査の結果
・その他（大集会室蛍光灯の LED 化）      など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（a～d）

日常清掃や施設設備の点検を定期的に実施することで，安全で快適な施設の維持保
全に努めていた。 b

評価の目安（a～d）
a：施設・設備の点検や修繕等への適切な対応に加え，先進的な対策の導入など安全対策や維持保全などが行われて

いる。
b：施設・設備の点検や修繕や備品管理，安全対策などをはじめ，施設の維持・管理が適切に実施されている。
c：施設・設備の点検や修繕等の施設の維持・管理について一部改善を要する点がある。
d：施設の維持・管理について，抜本的に改善が必要なものがある。



サ
ー
ビ
ス
の
提
供

確認項目 確認欄

利用者数の状況（前年度比較）
（ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ）

貸出施設稼働率の状況（前年度比較） （ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ）

施設の設置目的に沿った施設等の貸出
（ 実施 ・ 未実施 ）

施設の開館日・閉館時間の順守
（ 実施 ・ 未実施 ）

利用者からの苦情や要望等に対する適切・迅速

な対応

（ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・利用者に対する附帯設備・備品等の適切な提供  ・施設の利便性向上・利用促進に関する取組
・利用者アンケート調査の結果       など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（s～d）

受付業務や利用者アンケートを通じて地域住民の声を聞くことで利用者ニーズの把
握に努めていた。 b

評価の目安（s～d）
s：サービスの提供（施設利用，事業実施など）について，特に優れた実績がある。
a：サービスの提供（施設利用，事業実施など）が適切に実施され，かつ，前年度実績を上回る実績が複数あるなど，

優れた実績がある。
b：サービスの提供について協定書等の内容に基づき，概ね適切に実施できている。
c：サービスの提供について協定書等の内容に基づく対応が実施されていないものが散見され，一部改善を要する

点がある。
d：サービスの提供について，抜本的に改善が必要なものがある。

財
務
の
状
況

確認項目 確認欄

管理業務に係る収入・支出の適切な管理 （ 実施 ・ 未実施 ）

収入に応じた適切な事業費の執行 （ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・指定管理料の適切な管理（帳簿等の整備） ・利用料金等に関する適切な収納及び還付事務の実施
・運営基金の適切な執行管理      など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d）

帳簿による適切な収入・支出の管理が行われるとともに，運営基金を含めた計画的な事業
費の執行がなされた。 b

評価の目安（b～d）
b：収支計画等に基づく適切な運営が概ね実施できている。
c：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に一部改善を要するものがある。
d：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に関して抜本的に改善が必要なものがある。



＜施設所管部署における全体総括＞

全般的な運営状況としては，地域のコミュニティ活動の拠点として利用者サービスの向上に努めるとともに施設の
収入等に応じた効率的な施設運営がなされている。

また，令和２年度は新型コロナウイルス感染症への対応として，利用者に対する新たな運用ルールの周知や利用
料金還付に関する業務を行うなど，業務量が例年に比べて増加したものの，市と連携・協力しながら，市民にとって
のコミュニティ活動の場の確保に寄与した。

今後も利用者の安心・安全を第一とした施設管理を基本としながら，利用者サービスの向上に努めるとともに運営
委員会の特性を生かした，地域に根づいた施設の管理運営が行われていくことを期待する。

総合評価 B
総合評価基準
以下，施設の管理運営等に関する各視点に基づく評価での係数の合計で総合評価を決定する。

＜係数＞
s→10
a→8
b→6
c→4
d→2

各視点に基づく評価の

係数合計を算出

＜総合評価基準＞
Ｓ（特に優れている）
→30
Ａ（優れている）
→28
Ｂ（良好）
→22 ～ 27
Ｃ（要改善）
→14 ～ 21
Ｄ（要抜本的見直し）
→8 ～ 13



指定管理者制度導入施設の管理運営状況等に関する評価表

（評価対象年度：令和２年度）

＜施設概要＞

施設 上ノ原ふれあいの家

施設の設置目的
地域の住民相互の心のふれあいと連帯を醸成し，住み良い地域社会を
形成する

指定期間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日

指定管理者 上ノ原ふれあいの家運営委員会

所管部署 生活文化スポーツ部 協働推進課

＜施設の過去３箇年の主な管理実績＞

※洋室４部屋

＜指定管理者における全体総括＞

令和２年度においても，地域住民が安心・安全にふれあいの家を利用できるよう適切な管理運営に努めました。
業務の実施について，今年度も引き続き，地域の実情にあった予約受付や鍵の管理を行うとともに，利用者に対

する注意事項の周知や市への報告・連絡・相談等に努めました。令和２年度の利用状況としては，最も利用した年代
が「７０代以上」で約４割という結果になりました。また，利用目的については，「その他スポーツ」が約４割で最も多く
の利用がありました。

施設の維持管理については，定期的な清掃や点検，日用品の補充や交換等を実施しました。施設の安全・衛生面
としては，約７割の利用者にとても満足いただく結果となりました。

利用者サービスについては，受付・管理業務を行う中で利用者要望の把握等に努めました。利用者要望に対する
対応としては，約７割の利用者にとても満足いただく結果となりました。

新型コロナウイルス感染症への対応としては，国の緊急事態宣言発出に伴う臨時休館や夜間区分の利用停止等
の利用制限を行ったほか，開館時においては，アルコール消毒液や石鹸の配備，また，定期的な換気や社会的距離
の確保等の基本的な感染症対策の徹底を図るなど，利用者の安全確保に努めました。

今後も，利用者の安全性と利便性の観点を踏まえ，利用者サービスの向上に努めます。

項目 平成３０年度 令和元年度 令和２年度

利用者数 １万２５６４人 １万６７人 ５８２９人

貸出回数 １１１９回 ９６０回 ７６２回

貸出施設稼働率 ２５．５％ ２１．９％ １７．４％

指定管理料（市決算額） １４万９０００円 １４万９０００円 ２２万９０００円

利用料金収入 ５０万３７００円 ５０万４５００円 ３９万８３００円



＜施設の管理運営等に関する評価（各評価区分の考え方は下段の「評価の目安」を参照）＞

業
務
の
実
施
体
制

確認項目 確認欄

施設の適切な予約・受付・鍵の管理
（ 実施 ・ 未実施 ）

利用者に対する施設利用上の注意事項（緊急連絡先含

む）の周知

（ 実施 ・ 未実施 ）

市への適時適切な報告・連絡・相談の実施
（ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・平等な使用の確保         
・個人情報の保護及び情報漏洩防止のための措置
・協定書を順守した業務の再委託             など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d）

協定内容等を順守しつつ，地域の実情に合わせた方法で施設管理業務に取り組まれた。
利用者に対しての注意事項等の周知や市への報告・連絡・相談も適切に行われた。 ｂ

評価の目安（b～d）
b：施設の適切な予約や受付，市への報告等が適切に実施されており，その他，協定内容や関係法令等が遵守され

ている。
c：施設の適切な予約や受付，市への報告の実施，協定内容や関係法令等の遵守について一部改善を要する点が

ある。
d：業務の実施体制について，抜本的に改善が必要なものがある。

施
設
の
維
持
・管
理

確認項目 確認欄

施設・設備についての保守点検の実施
（ 実施 ・ 未実施 ）

施設・設備に不具合等があった場合の迅速な修繕等

の対応（市が対応する修繕を除く）
（ 不具合等有 （  件（うち対応 件）） ・ 無 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・施設の安全・衛生管理
・適切な衛生管理（清掃対応，感染症対策など）
・指定管理者として必要な保険への加入   
・利用者アンケート調査の結果

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（a～d）

日常清掃や施設設備の点検を定期的に実施することで，安全で快適な施設の維持保
全に努めていた。 ｂ

評価の目安（a～d）
a：施設・設備の点検や修繕等への適切な対応に加え，先進的な対策の導入など安全対策や維持保全などが行われて

いる。
b：施設・設備の点検や修繕や備品管理，安全対策などをはじめ，施設の維持・管理が適切に実施されている。
c：施設・設備の点検や修繕等の施設の維持・管理について一部改善を要する点がある。
d：施設の維持・管理について，抜本的に改善が必要なものがある。



サ
ー
ビ
ス
の
提
供

確認項目 確認欄

利用者数の状況（前年度比較）
（ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ）

貸出施設稼働率の状況（前年度比較） （ 前年比５％超増 ・ 同水準（±５％） ・ 前年比５％超減 ）

施設の設置目的に沿った施設等の貸出
（ 実施 ・ 未実施 ）

施設の開館日・閉館時間の順守
（ 実施 ・ 未実施 ）

利用者からの苦情や要望等に対する適切・迅速

な対応

（ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・利用者に対する附帯設備・備品等の適切な提供  ・施設の利便性向上・利用促進に関する取組
・利用者アンケート調査の結果         など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（s～d）

受付業務や利用者アンケートを通じて地域住民の声を聞くことで利用者ニーズの把
握に努めていた。 ｂ

評価の目安（s～d）
s：サービスの提供（施設利用，事業実施など）について，特に優れた実績がある。
a：サービスの提供（施設利用，事業実施など）が適切に実施され，かつ，前年度実績を上回る実績が複数あるなど，

優れた実績がある。
b：サービスの提供について協定書等の内容に基づき，概ね適切に実施できている。
c：サービスの提供について協定書等の内容に基づく対応が実施されていないものが散見され，一部改善を要する

点がある。
d：サービスの提供について，抜本的に改善が必要なものがある。

財
務
の
状
況

確認項目 確認欄

管理業務に係る収入・支出の適切な管理 （ 実施 ・ 未実施 ）

収入に応じた適切な事業費の執行 （ 実施 ・ 未実施 ）

＜評価におけるその他の視点＞
・指定管理料の適切な管理（帳簿等の整備）  ・利用料金等に関する適切な収納及び還付事務の実施
・運営基金の適切な執行管理       など

施設所管部署の総括 （上段の確認項目や評価の視点を含めた総括） 評価（b～d）

帳簿による適切な収入・支出の管理が行われるとともに，運営基金を含めた計画的な事業
費の執行がなされた。 ｂ

評価の目安（b～d）
b：収支計画等に基づく適切な運営が概ね実施できている。
c：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に一部改善を要するものがある。
d：収支計画等に基づく適切な運営や，その他財務に関連する取組に関して抜本的に改善が必要なものがある。



＜施設所管部署における全体総括＞

全般的な運営状況としては，地域のコミュニティ活動の拠点として利用者サービスの向上に努めるとともに施設の
収入等に応じた効率的な施設運営がなされている。

また，令和２年度は新型コロナウイルス感染症への対応として，利用者に対する新たな運用ルールの周知や利用
料金還付に関する業務を行うなど，業務量が例年に比べて増加したものの，市と連携・協力しながら，市民にとって
のコミュニティ活動の場の確保に寄与した。

今後も利用者の安心・安全を第一とした施設管理を基本としながら，利用者サービスの向上に努めるとともに運営
委員会の特性を生かした，地域に根づいた施設の管理運営が行われていくことを期待する。

総合評価 B
総合評価基準
以下，施設の管理運営等に関する各視点に基づく評価での係数の合計で総合評価を決定する。

＜係数＞
s→10
a→8
b→6
c→4
d→2

各視点に基づく評価の

係数合計を算出

＜総合評価基準＞
Ｓ（特に優れている）
→30
Ａ（優れている）
→28
Ｂ（良好）
→22 ～ 27
Ｃ（要改善）
→14 ～ 21
Ｄ（要抜本的見直し）
→8 ～ 13


